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三
六

探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）

水
　
垣
　
渉

七

　
紀
元
第
二
世
紀
の
弁
証
論
者
、
殉
教
者
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
、
『
第
二
弁
証
論
』
第
十
章
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
優
越
性
と
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

寄
し
た
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
に
つ
い
て
論
を
展
期
す
る
く
だ
り
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
人
々
に
「
ロ
．
コ
ス
探
求
を
と
お
し
て
」
（
黛
昏
ま
N
零

ξ
息
q
遷
り
）
神
を
知
る
よ
う
勧
め
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
ロ
ゴ
ス
探
求
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
答
え
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
成
立
を
解
明
す
る
こ
と
に

役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
前
年
は
《
黛
昏
ま
這
q
（
鋭
曽
遷
り
》
と
い
う
句
の
意
味
を
解
釈
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
こ
の
句
を
文
献
学
的
に
検
討
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
も
に
、
こ
れ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
思
想
の
宗
教
的
性
格
を
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
ユ
ス
チ
ノ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
、
生
死
の
問
題
に
究
極
す
る
人
聞
の
生
き
方
全
体
を
あ
ら
ゆ
る
立
場
、
思
想
、
教
説
を
判
断
し
評
価
す
る
基
準
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
な
に
よ
り
も
か
れ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
に
お
い
て
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
が
理
解
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
探
求
は
、
《
象
③

鼠
器
窪
ω
。
訂
置
陣
畠
。
¢
9
④
屋
宇
ゲ
§
σ
q
》
に
つ
き
な
い
全
人
問
的
、
そ
れ
ゆ
え
宗
教
的
な
意
味
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
別
の
論
考
で
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
思
想
が
《
求
道
i
伝
道
》
と
い
う
事
態
を
ふ
ま
え
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
か
れ
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

作
の
プ
ロ
ト
レ
プ
チ
認
ス
的
性
格
が
発
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
事
態
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
二
つ
の
来
臨
（
心
配
為
。
電
ミ
袋
）
の
あ

い
だ
の
状
況
と
し
て
特
別
な
時
の
構
造
を
も
ち
、
ま
た
そ
れ
に
応
ず
る
主
体
の
あ
り
方
、
「
期
待
」
（
尋
。
＆
身
障
）
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
が
示
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（
5
）

さ
れ
た
。

　
以
上
の
諸
点
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
思
想
が
全
体
と
し
て
人
間
の
宗
教
的
転
換
（
圓
心
）
と
そ
れ
に
い
た
る
求
道
（
§
窓
ミ
の
）
と
を
め
ぐ

っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
論
の
課
題
は
、
求
道
－
回
心
と
い
う
こ
の
根
抵
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い

て
ロ
ゴ
ス
探
求
は
ど
の
よ
う
な
意
昧
を
も
つ
か
、
と
り
わ
け
ロ
ゴ
ス
は
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
ど
の
よ
う
な
す
が
た
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
か
を

解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
中
心
的
教
説
と
さ
れ
る
ロ
ゴ
ス
論
は
こ
の
よ
う
に
し
て
問
題
と
な
る
。

　
（
1
）
　
二
つ
の
『
弁
証
論
』
が
全
体
と
し
て
文
学
的
統
…
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
論
証
し
た
ホ
ル
フ
鳳
ル
ダ
ー
は
、
隠
一
〇
一
一
ω
を
こ
の
テ

　
　
　
ー
マ
で
総
括
し
て
い
る
。
寓
’
鞘
ぼ
。
轟
轟
㊦
さ
．
、
h
目
覚
繋
属
鳶
ミ
異
き
§
ミ
袋
曜
ご
8
冨
誌
ω
。
ン
Φ
閃
ぎ
げ
①
搾
¢
鐸
島
℃
o
酬
賦
ω
。
ぴ
禽
溶
。
箕
Φ
×
一
く
0
5

　
　
　
｝
窃
凱
奮
諺
℃
o
酬
。
α
q
岡
の
．
．
”
N
乞
ヨ
①
。
。
（
お
謡
y
（
藤
。
。
－
①
9
器
同
i
卜
。
紐
y
鱒
ま
》
p
導
訟
0
“

　
（
2
）
門
蓄
学
研
究
」
五
二
八
号
（
一
九
七
四
）
、
　
一
－
二
三
ペ
ー
ジ
。
以
下
「
前
論
文
」
と
し
て
引
用
。

　
（
3
）
代
表
的
な
筒
所
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
U
。
。
P
O
で
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
方
は
、
真
理
全
体
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
行
い

　
　
　
と
知
と
心
と
を
あ
げ
て
死
に
い
た
る
ま
で
〔
神
と
そ
の
キ
リ
ス
ト
を
〕
あ
が
め
る
㌔
「
真
理
全
体
か
ら
」
（
総
髭
q
ぢ
掌
り
昏
尊
浄
ミ
リ
）
は
、

　
　
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
重
要
な
「
全
体
」
（
驚
。
り
）
と
い
う
術
語
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
を
《
巽
δ
艮
①
ε
ユ
避
く
Φ
二
欝
榊
…
ω
（
㎏

　
　
　
○
β
○
偉
9
、
§
、
㍉
ミ
、
ミ
、
o
智
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
δ
、
、
、
㌃
Q
誉
、
，
斜
H
押
冷
壼
一
。
。
謡
ψ
1
1
≦
卿
⑦
菩
践
窪
ぢ
①
ゆ
．
誌
ω
）
の
よ
う
に
訳
す
こ
と
も
で
き

　
　
　
よ
う
。
「
死
に
い
た
る
ま
で
」
（
烹
8
ミ
も
§
鋤
．
8
q
）
は
「
生
命
を
賭
し
て
」
（
。
2
一
励
レ
）
の
意
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
し
ば
し
ぼ
用
い
る
表
現
で
あ

　
　
　
る
。

　
（
4
）
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
け
る
『
求
道
』
の
自
費
」
、
「
途
上
」
五
号
（
一
九
七
繭
）
、
一
…
二
四
ぺ
…
ジ
。

　
（
5
）
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
け
る
『
期
待
熱
の
思
想
一
序
説
」
、
同
六
号
（
一
九
七
五
）
、
四
三
一
六
一
ペ
ー
ジ
。
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
け
る
『
期
待
』
の

　
　
　
　
忠
魍
心
」
、
　
問
四
七
号
（
一
九
七
山
ハ
）
、
　
二
一
血
－
四
四
ペ
ー
ジ
。
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）

三
七



　
　
　
　
　
　
誓
学
研
號
　
第
五
否
三
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

oo8　
　
　
《
ま
N
。
り
》
と
い
う
語
の
多
義
性
、
ま
た
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
の
多
様
性
、
さ
ら
に
そ
の
思
想
史
的
連
関
の
多
面
性
は
、
「
ロ
ゴ
ス

　
　
論
扁
（
黛
。
び
。
σ
q
。
。
・
ぼ
ξ
ρ
儒
卿
Φ
ぴ
。
α
q
・
び
σ
・
芭
の
概
念
を
規
定
困
難
に
し
て
い
る
が
、
論
述
を
進
め
る
た
め
に
は
た
と
い
大
ま
か
で
あ
っ
て
も

　
　
予
め
な
ん
ら
か
の
規
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
、
ロ
ゴ
ス
論
は
三
一
神
論
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
と
し
て
の
p
ゴ
ス
・
キ
ジ
ス
ト
論
と
い
う
意
味
で

　
　
通
常
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
父
な
る
神
と
子
な
る
キ
リ
ス
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
べ
ル
ソ
ナ
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
と
を
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
説

　
　
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
ロ
ゴ
ス
論
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ゴ
ス
論
の
主
な
源
は
、
『
ヨ
ハ
ネ
禰
音
書
』
一
・
一
一
二
に
あ
る
。
「
初
め
に
ロ
ゴ
ス

　
　
が
あ
っ
た
。
ロ
ゴ
ス
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
ロ
ゴ
ス
は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
ロ
ゴ
ス
は
初
め
に
神
と
共
に
あ
っ
た
」
。
こ
の
よ
う
な
狭
義

　
　
の
、
三
一
神
の
内
で
の
（
…
き
①
門
鼠
妻
女
ω
昏
）
認
ゴ
ス
論
は
、
ロ
．
聡
ス
の
受
肉
に
お
い
て
も
っ
と
も
あ
ら
わ
と
な
る
三
一
神
の
経
論
的
な

　
　
（
α
犀
O
づ
O
外
陣
ω
O
げ
曇
θ
H
酬
駒
岡
仲
拶
吋
陣
。
畦
O
ぴ
）
、
救
済
史
的
な
展
開
の
場
に
お
い
て
は
、
歴
史
、
世
界
、
宇
宙
に
か
か
わ
る
広
義
の
ロ
ゴ
ス
論
と
な
る
。
『
ヨ

　
　
ハ
ネ
福
音
書
』
に
つ
い
て
謡
え
ば
、
「
す
べ
て
の
も
の
は
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
な
っ
た
」
（
一
・
三
）
、
「
ロ
．
コ
ス
は
肉
体
と
な
り
、
わ
た
し
た

　
　
ち
の
う
ち
に
宿
っ
た
」
（
一
・
～
四
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ゴ
ス
論
は
、
ロ
ゴ
ス
が
神
の
内
で
言
わ
れ
る
場
台
と
、
神

　
　
の
外
と
の
関
係
で
雷
わ
れ
る
境
域
と
の
二
つ
の
面
を
含
ん
で
い
る
。
前
者
は
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
プ
ロ
伊
ー
グ
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
あ

　
　
つ
た
」
（
曽
）
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
る
存
在
な
い
し
本
質
に
つ
い
て
の
表
明
で
あ
り
、
後
者
は
「
な
っ
た
」
（
伽
は
叩
き
）
に
よ
っ
て
指
し

　
　
示
さ
れ
る
生
成
な
い
し
働
き
に
つ
い
て
の
表
明
で
あ
る
。
プ
伊
腿
i
グ
に
依
っ
て
さ
ら
に
モ
デ
ル
化
を
進
め
る
と
後
者
は
、
「
す
べ
て
の

　
　
も
の
」
（
蝕
℃
謎
）
に
か
か
わ
る
創
造
の
働
き
と
、
「
わ
た
し
た
ち
し
す
な
わ
ち
人
間
に
か
か
わ
る
受
肉
、
そ
れ
ゆ
え
救
済
の
働
き
と
に
わ

　
　
け
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
「
あ
っ
た
」
、
「
な
っ
た
」
に
よ
っ
て
推
し
示
さ
れ
る
時
（
時
称
お
よ
び
動
作
態
）
の
問
題
を
こ
こ
か
ら
引
き
娼
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
必
要
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
包
括
的
な
意
味
で
の
ロ
ゴ
ス
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
教
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
儒
仰
礪
有
の
キ
リ
ス
ト
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
中
心
と
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
の
全
体
に
射
程
を
も
つ
教
理
中
の
教
理
と
い
う
意
義
を
零
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
．
コ
ス
論
の
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検
討
も
包
括
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
ロ
ゴ
ス
の
あ
り
方
と
働
き
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
時
と
の
関
係
と
い
う
三
つ
の
面
を

考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
聞
題
の
立
て
方
か
ら
た
ん
に
ロ
，
コ
ス
の
多
義
性
が
帰
結
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
な

ら
ば
、
ロ
ゴ
ス
論
の
根
本
問
題
は
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
プ
ロ
ロ
…
グ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
ロ
ゴ

ス
論
の
モ
デ
ル
を
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
適
胴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
ロ
．
コ
ス
論
、
な
か
で
も
木
論
の
主
題
で
あ
る
ロ
ゴ
ス
探
求
を
佳
麗

づ
け
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
研
究
史
を
批
鞠
的
に
整
理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
。
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
騒
と
ユ
ス
チ
ノ
ス
と
の
敷
接
的
な
渕
係
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
が
ユ
ス
チ
ノ
ス
に

つ
い
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
『
第
二
弁
証
論
』
第
十
章
を
分
析
す
る
際
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
古
代
キ
ジ
ス
ト
教
の
ロ
ゴ
ス
論
に
お
い
て
こ
の
闊
題
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
研
究
さ
れ
て
い
な
い
．
面
に
弄
す
る
。
こ
の
点
で

　
　
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
稀
な
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
第
七
節
註
（
5
）
の
論
文
で
不
十
分
な
が
ら
こ
の
問
題
を
論
じ
た
。

　
（
2
）
　
ハ
ル
ナ
ッ
ク
が
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
を
古
代
教
会
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
教
理
と
着
害
し
て
教
理
史
を
叙
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
根
拠

　
　
　
　
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
（
3
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
｝
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
柵
戸
さ
れ
る
粥

　
　
　
者
の
平
行
箇
班
に
墓
つ
い
て
、
『
鰯
油
ネ
福
音
書
』
を
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
背
景
以
上
の
も
の
と
し
て
評
価
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
見
解
は

　
　
　
岐
れ
る
。
簡
単
に
は
、
ご
σ
鈴
ヨ
舞
F
。
》
ミ
：
8
1
爵
μ
○
答
。
門
ρ
ミ
評
ら
、
馬
二
一
ミ
汀
じ
σ
貧
器
藁
〉
算
《
》
唱
。
一
。
鴨
算
望
尺
ぎ
良
義
ン
ら
、
ミ

　
　
　
沁
Q
ミ
§
超
ミ
。
匙
翫
融
H
踏
（
む
刈
。
。
ン
ω
唱
参
照
。
全
体
的
に
は
、
．
、
銀
搾
密
■
σ
。
σ
q
蔭
麟
　
巳
。
伍
。
σ
q
ヨ
2
σ
q
①
ω
。
冥
。
窯
葎
幕
［
宕
h
部
ぎ
号
ω

　
　
　
｝
9
マ
。
く
「
”
．
（
≦
．
ぐ
。
舞
H
b
Φ
≦
o
急
。
ダ
N
）
禽
㍉
o
、
周
§
ミ
翁
－
綴
ミ
・
穿
き
～
き
～
羅
馬
ミ
η
き
臨
鷺
こ
㍉
袋
｝
、
、
ミ
ミ
ミ
こ
9
Ω
Φ
獅
窪
ち
ω
N
①
O
）
と
の
言
葉
が
あ

　
　
　
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

九

『
第
二
弁
証
論
』
第
十
章
は
、
お
よ
そ
体
系
的
に
は
展
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
の
な
か
で
は
、

　
　
探
求
と
ロ
．
謙
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九

比
較
的
ま
と



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

㎜　
　
ま
り
の
あ
る
営
所
だ
と
雷
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
大
意
と
主
要
な
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
前
論
文
の
一
節
お
よ
び
二
節
、
本
論
文
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
七
節
で
述
べ
た
が
、
ロ
ゴ
ス
論
の
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
間

　
　
A
ロ
ゴ
ス
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
し
　
父
な
る
神
の
「
力
」
（
9
養
量
り
」
ρ
。
。
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
「
器
」
（
鼻
§
＆
斜
H
ρ
。
。
）
i
部
分
的
デ
ュ
ナ
ミ
ス
～
〕
。

　
　
2
　
「
全
・
ロ
ゴ
ス
的
な
も
の
」
（
き
N
ミ
駐
9
柱
艶
§
．
δ
レ
）
、
　
　
　
「
ロ
ゴ
ス
の
部
分
」
（
恕
N
§
烹
為
。
り
・
δ
沁
）
、
「
人
閥
的
ロ
ゴ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
「
ロ
ゴ
ス
の
す
べ
て
」
（
忌
℃
建
銭
↓
8
ま
な
。
」
ρ
。
。
）
、
「
す
べ
て
　
　
（
を
も
息
神
§
り
ま
岩
り
鳥
ρ
。
。
）
。

　
　
　
の
う
ち
に
あ
る
ロ
ゴ
ス
」
（
沁
鄭
N
o
り
・
：
・
：
か
姻
℃
袴
袋
℃
醜
～
詠
ピ
　
一
ρ
o
o
）
。

　
　
B
　
ロ
ゴ
ス
の
働
き
方

　
　
L
　
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
は
「
預
言
者
た
ち
を
と
お
し
て
し

　
　
　
（
勲
魁
§
で
尽
。
§
§
℃
一
ρ
c
。
）
予
言
す
る
。

　
　
a
　
キ
リ
ス
ト
は
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
鐸
ゴ
ス
で
「
あ
　
　
a
　
「
一
般
の
愈
々
」
（
き
牙
琶
も
息
謹
に
の
」
9
①
）
は
「
神
を
知
ら

　
　
　
つ
た
」
（
マ
一
P
。
。
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
（
も
・
＆
黛
8
。
ミ
§
q
8
c
S
嫡
。
嚇
り
．
回
ρ
o
）
、
ま
た
詩
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
邪
悪
な
鬼
神
し
か
知
ら
な
か
っ
た
（
μ
ρ
①
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
哲
学
者
や
立
法
者
た
ち
、
と
り
わ
け
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ト
。
が
　
「
部
分
的
に
知
ら
れ
て
い
た
」
（
昏
導
烹
、
。
拷
N
遷
q
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
亀
舅
5
。
。
）
。
か
れ
ら
は
ロ
ゴ
ス
の
部
分
に
し
た
が
っ
て
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
ち
「
人
間
的
な
や
り
方
で
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
」
（
蓬
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
琶
偽
息
ミ
℃
建
恕
遷
」
ρ
轟
）
物
事
を
「
考
察
」
（
も
登
、
ミ
り
鉢
ρ

、
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a

a
　
キ
リ
ス
ト
は
「
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
現
わ
れ
、
身
体
、

　
ロ
ゴ
ス
、
魂
を
か
ね
そ
な
え
た
も
の
と
な
っ
た
」
（
℃
辛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
℃
曾
建
…
…
需
N
§
曾
ミ
　
一
ρ
目
）
。
ま
た
人
閥
と
「
同
じ
情

　
念
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
」
（
書
。
へ
§
亀
魯
り
需
と
息
と
儲
・
お

　
（
5
）

　
帽
。
。
）
。

h
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
勧
め
て
い
た
よ
う
な
困
難
な
神
探
求
に

　
つ
い
て
「
教
え
」
（
勲
象
嚇
§
き
の
」
ρ
。
。
）
、
か
つ
「
な
し
と

　
げ
た
」
（
響
ミ
嚇
㊥
」
O
』
）
。

α
　
（
キ
リ
ス
ト
は
人
々
を
そ
の
教
え
に
殉
ぜ
し
め
る
「
父

　
の
力
」
で
あ
る
）
。

探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）

　
卜
。
四
浄
§
b
習
ミ
．
多
膳
）
、
「
検
討
」
（
驚
璽
嚇
ミ
し
P
心
）
し
ょ
う
と

　
努
力
し
、
「
見
出
し
た
」
（
・
ざ
ミ
㌔
書
魯
§
り
高
ρ
・
。
）
こ
と
を
人

　
人
に
「
諮
り
」
（
書
象
誌
§
零
多
昏
。
）
、
「
教
え
」
（
伽
勲
貯
和
一
ρ

　
①
）
、
「
勧
め
た
」
（
題
＆
N
烹
繋
嫡
9
δ
”
①
）
。

か
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
を
部
分
的
に
知
っ
て
い
た
が
、
全
・
ロ
ゴ
ス

と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
を
「
知
ら
な
か
っ
た
し
（
。
い
…
…
③
§
、
ミ
§
」

ρ
G
。
）
。

そ
れ
ゆ
え
か
れ
ら
は
互
い
の
あ
い
だ
で
相
反
す
る
こ
と
を
し
ば
し

ば
語
っ
た
（
H
ρ
ω
）
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
教
え
に
殉
じ
た
人
々
も
い
た
が
、
か
れ
ら

も
人
々
を
そ
の
教
え
に
殉
ぜ
し
め
る
ほ
ど
の
信
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
（
ヒ
e
竜
騨
ミ
胤
℃
蔵
、
＆
寓
～
り
野
無
q
智
簿
9

き
騨
§
罎
O
忠
ミ
ミ
。
り
昏
慧
偽
忌
q
驚
ヘ
ド
固
ρ
c
。
）
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
哲
学
者
や
学
者
の
み
な
ら
ず
、
職
人
や
全

く
無
学
な
人
々
も
キ
リ
ス
ト
を
儒
じ
て
、
死
を
侮
っ
た
（
跳
ミ
q
息

象
暢
…
…
鳶
簿
碑
§
需
沁
＄
り
～
動
§
醜
ミ
…
…
も
含
ミ
§
鳶
霞
焼
黛
＄
為
§
曽
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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黛
馬
。
り
■
δ
堕
Q
。
）

四
二

q
　
ロ
ゴ
ス
の
働
き
と
時

　
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
p
ゴ
ス
は
、

　
L
　
「
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
り
」
（
か
　
伽
に
　
醤
袋
℃
N
～
　
詠
℃
）
、

　
a
　
預
雷
者
た
ち
と
御
自
身
と
を
と
お
し
て
「
ま
さ
に
起
ろ
う

　
　
と
す
る
こ
と
を
予
雷
す
る
」
（
塁
。
①
§
含
昆
篤
鳶
建
藁
N
マ

　
　
電
も
ミ
）
も
の
で

「
あ
っ
た
し
、
ま
た
あ
る
」
（
セ
建
～
鰍
q
畦
ミ
’
以
上
｝
◎
。
。
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
整
理
に
し
た
が
っ
て
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
こ
の
箇
所
を
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
プ
ロ
ロ
…
グ
の
モ
デ
．
ル
と
比
較
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

前
者
の
特
徴
が
い
く
つ
か
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
、
三
一
神
の
内
で
の
ロ
ゴ
ス
の
あ
り
方
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ロ
ゴ
ス
の
創
造
の
働
き
に
も
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
ロ
ゴ
ス
の
人
間
に
た
い
す
る
関
係
、
と
く
に
こ
の
関
係
に
お
け
る
人
閥
の
あ
り
方
と

行
為
と
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ネ
が
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
の
餓
来
寓
を
未
完
了
過
去
と
ア
オ
リ
ス
ト
の
形
で
述

べ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
、
一
画
で
は
、
ロ
ゴ
ス
に
か
か
わ
る
人
間
の
あ
り
方
と
働
き
と
を
救
済
史
的
に
畑
野
以
前
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

以
後
と
に
峻
別
す
る
こ
と
（
Q
M
起
ミ
・
・
N
讐
妻
亀
ミ
8
0
k
、
ミ
8
幽
し
ρ
鉢
）
を
知
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
受
肉
以
前
に
つ
い
て
は
同
じ
く

未
完
了
過
去
、
ア
オ
リ
ス
ト
、
ま
た
過
去
完
了
な
ど
に
よ
っ
て
叙
述
し
て
い
る
が
、
他
面
で
は
、
救
済
史
の
過
去
と
現
在
と
に
か
か
わ
り

の
な
い
（
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら
を
貫
く
）
ロ
．
コ
ス
の
あ
り
方
と
働
き
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
未
完
了
過
去
と
現
在
と
を
も

っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
興
味
深
い
相
違
は
、
構
文
が
パ
ラ
レ
ル
を
な
す
黒
戸
を
比
較
す
れ
ば
一
層
明
ら

か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
｝
。
騨
押
ゆ
即
曽
導
葛
り
3
ミ
塾
へ
忘
ざ
～
W
も
§
“
餐
蝕
ヒ
琵
瓢
鷺
書
§
§
漏
夷
曾
建
§
魯
占
い
ヒ
悪
§
§
．



　
　
　
⇔
δ
矯
。
。
”
ま
N
。
り
誌
、
セ
蔑
叩
帆
ミ
ミ
か
轡
笥
§
唐
戸
ざ
：
…
・
還
g
§
蝕
℃
銭
烹
謡
。
旨
袋
｝
、
贈
亀
も
ミ
…
：
・
曾

　
　
　
光
も
。
ズ
も
と
も
に
キ
リ
ス
ト
を
指
し
・
ま
た
と
も
に
「
す
べ
て
の
麓
」
に
か
か
わ
り
（
現
在
形
）
・
か
つ
そ
の
こ
と
の
説
明
が
現

　
　
在
分
詞
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
忌
違
は
、
ヨ
ハ
ネ
が
《
セ
》
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
《
曽
甦
～
帆
騎
ミ
》
と
述
べ
て

　
　
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
で
は
、
《
曽
》
は
過
去
に
お
け
る
持
続
の
意
味
が
支
配
的
で
あ
り
（
一
、
二
、
四
、
八
、
十
節
）
、
《
劔
ミ
曾
恥
き
．
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
も
＝
節
の
《
貢
も
建
》
が
示
す
よ
う
に
（
七
節
参
照
）
、
内
容
的
に
は
過
去
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
ヨ
ハ
ネ
の
プ
ロ
・
ー
グ
で

　
　
は
、
遍
在
の
ロ
ゴ
ス
と
受
肉
に
お
い
て
こ
の
世
に
到
来
し
た
ロ
ゴ
ス
と
が
対
照
を
な
し
つ
つ
、
と
も
に
ヨ
ハ
ネ
の
「
今
」
か
ら
立
町
的
な

　
　
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
は
、
か
れ
の
「
今
」
か
ら
見
て
、
ロ
ゴ
ス
は
《
曽
餐
～
催
象
ミ
》
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
　
現
在
的
に
も
雷
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
《
銭
烹
鳶
§
餐
り
、
g
亀
ミ
》
は
、
「
今
」
か
ら
さ
ら
に
将
来
の
方
向
を
も
指
し
示
し
て
い
る
。

　
　
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
《
■
　
　
冒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
ψ
、
O
獅
℃
司
黛
℃
嫡
へ
§
℃
》
に
も
、
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
三
・
一
四
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
《
．
肉
惹
丸
ミ
Φ
§
》
に
か
よ
う
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
き
を
聴
き
と
っ
て
、
「
あ
り
つ
づ
け
る
も
の
」
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
岡
様
の
こ
と
は
《
鵠
、
g
へ
遷
s
℃
》
に
も
妥
轟

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
す
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
ロ
ゴ
ス
に
、
過
去
と
現
在
と
に
同
時
的
な
働
き
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

　
　
る
。
さ
ら
に
、
過
張
、
現
在
、
未
来
と
い
う
時
間
軸
上
の
三
分
法
を
超
え
か
つ
貫
く
不
断
に
同
時
的
現
前
的
な
持
続
性
が
ロ
ゴ
ス
の
働
き

　
　
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
《
い
ま
鴨
り
暴
§
鵠
含
》
と
は
ど
の
よ

　
　
う
な
も
の
で
あ
り
、
探
求
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
が
本
論
で
追
究
す
べ
き
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ネ
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
な
る
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
特
徴
と
し
て
、
ロ
ゴ
ス
に
か
か
わ
る
人
間
の
あ
り
方
と
働
き
と
が
、
全

　
　
き
無
知
、
都
鳥
的
な
知
、
完
全
な
知
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
完
全
な
啓
示
に
お
い
て
は
、

　
　
学
知
の
有
無
の
差
別
が
廃
さ
れ
て
、
知
老
、
無
知
者
に
ひ
と
し
く
信
仰
が
生
起
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
生

　
　
ず
る
問
題
は
、
こ
の
場
合
ロ
ゴ
ス
探
求
が
無
意
味
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
の
問
題
と
も
関
連
し
て
、
こ
の
問
題

　
　
も
…
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
ど
こ
ま
で
解
明
し
う
る
か
否
か
は
別
と
し
て
1
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

058　
　
　
　
　
　
探
求
と
獄
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

（
1
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
鮎
欄
の
月
間
単
な
図
式
的
整
理
に
つ
い
て
は
、
》
甲
》
巴
嗣
、
Q
亀
昏
ミ
ら
》
鷺
§
、
卜
。
自
警
へ
～
へ
罷
、
蔦
犠
ミ
、
ら
ミ
、
箭
亀
苛
款
ミ
～

　
　
期
鷺
莚
馬
ミ
，
》
じ
①
轄
N
聞
α
q
同
。
。
Φ
ρ
ミ
邸
参
照
。

（
2
）
　
「
二
心
は
能
動
的
に
働
き
か
け
る
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
容
す
る
の
が
「
器
」
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
《
能
動
i
l

　
　
受
動
》
と
い
う
古
代
キ
ジ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
や
は
り
重
要
な
シ
ェ
…
マ
を
設
定
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
《
全
体
1
…
部
分
》
の
シ

　
　
ェ
ー
マ
と
パ
ラ
レ
ル
を
な
し
て
い
る
。
後
者
の
場
合
、
こ
こ
に
「
部
分
的
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
を
想
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

　
　
に
つ
い
て
は
前
論
文
六
ペ
ー
ジ
参
照
。
な
お
W
・
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
O
。
。
G
。
℃
罫
に
即
し
て
無
Φ
8
巴
畠
碁
き
Φ
『
と
い
う
概
念
を
瞬
い
て
い
る

　
　
（
芝
．
ζ
ω
怠
σ
q
①
5
b
ミ
、
○
、
幡
ミ
N
ミ
～
臆
§
謡
ぎ
ミ
叙
ミ
，
O
ミ
，
、
惹
。
ご
讐
Q
蹴
ミ
，
堕
，
、
題
ミ
聴
、
～
§
内
捻
，
簿
§
燵
ミ
ミ
，
’
罎
島
諺
富
謎
。
ゲ
≦
¢
。
嵩
8
ザ
δ
③
G
◎
り
ト
っ
時

　
　
》
雛
欝
お
）
。
し
か
し
入
々
に
働
き
か
け
る
力
と
し
て
の
．
面
を
よ
く
と
ら
え
て
い
な
い
。

（
3
）
　
A
・
2
の
項
に
あ
る
、
キ
リ
ス
ト
と
人
間
に
つ
い
て
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
が
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
の
出
発
点
で
あ
る
と
一
般
に
見
ら
れ
て

　
　
い
る
。
○
門
こ
じ
6
舞
轟
碧
F
o
》
黛
、
ご
ω
『
刈

（
唾
）
　
こ
れ
が
「
全
・
ロ
ゴ
ス
的
な
も
の
し
の
意
味
で
あ
る
と
う
ウ
シ
ェ
ン
は
解
し
て
い
る
。
O
’
高
議
ω
駐
。
鐸
　
勉
　
N
§
職
Σ
帆
》
特
ミ
。
触
§
　
ミ
ミ
軸

　
　
（
鷺
。
戴
①
窪
q
ご
ヨ
℃
三
島
ω
賦
。
貫
諺
。
男
霧
p
［
｛
）
．
じ
6
0
隠
ロ
δ
江
酒
這
。
。
》
5
ヨ
．
ど
。
｛
こ
○
詳
P
㌧
～
ミ
㌧
ミ
き
、
、
o
魅
。
、
ミ
ミ
ミ
ミ
δ
、
、
，
シ
○
㌧
ミ
さ
押

　
　
』
窪
螢
一
。
。
刈
①
。
。
一
1
≦
δ
。
・
び
践
窪
6
①
ρ
8
①
》
瓢
ヨ
　
ω
．
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
の
教
説
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
O
o
o
焦
窪
9
σ
q
貫
。
ヤ
ミ
；
卜
。
薩
μ
…

　
　
b
d
m
ヨ
錠
F
㍉
§
欺
謡
匙
－
§
，
δ
く
，
ρ
回
お
参
照
Q

（
5
）
　
こ
の
こ
と
を
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
強
調
す
る
（
。
♂
躍
ど
ご
U
轟
。
。
隔
曾
窃
メ
。
。
）
。
そ
し
て
《
き
蓑
慧
り
》
に
並
ぶ
も
の
と
考
え
て
い
る
（
O
㊤
ω
甲
ω
）
。

（
6
）
　
こ
れ
は
勿
論
こ
の
筒
所
に
隈
っ
て
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
Q
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
三
一
神
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
に
つ
い
て
も
っ
と
も
思
索
し
た
人
の
一

　
　
人
で
あ
る
。

（
7
）
　
こ
れ
も
無
論
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
凝
α
（
①
y
ω
）
。

（
8
）
　
こ
の
こ
と
は
《
Q
騨
。
ξ
巣
昏
》
の
数
多
い
用
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
9
）
　
オ
ッ
ト
ー
以
後
、
人
間
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
○
霧
ρ
。
》
へ
～
♪
卜
。
さ
。
c
。
》
5
露
．
。
。
）
。
リ
ス
ト
ウ
の
よ
う
に
、
《
一
筆
鋤
酬
一
窪
望
訂
σ
Q
9
》

　
　
（
踏
・
蒙
。
・
8
ぎ
b
穏
鉢
特
ミ
。
難
、
馬
タ
ゆ
2
一
ぎ
お
の
ω
讐
に
ω
）
と
す
る
訳
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
文
脈
で
は
適
当
で
は
な
い
。
な
お
、
ざ
び

　
　
γ
ゆ
お
よ
び
＝
一
ρ
。
。
を
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
『
原
理
論
』
一
・
三
・
六
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
昧
深
い
。
《
…
…
租
。
島
　
o
ヨ
器
ω
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の
巳
鎚
瓢
。
霞
鋤
ぴ
二
⑦
。
。
ω
償
導
触
く
興
聞
儀
。
ご
こ
①
簿
鑓
臨
。
艮
。
。
噛
覧
霞
瓢
。
言
窃
讐
三
岡
℃
Φ
『
ぴ
o
o
く
Φ
日
舞
。
ゆ
Φ
ヨ
口
調
ρ
¢
Ω
。
①
母
親
圃
蕊
凶
鍵
甑
聞

　
　
α
q
①
凄
鷲
。
。
9
。
鷺
①
づ
鷺
9
。
①
2
ご
。
。
甑
蔦
鋤
ρ
．
ρ
躍
。
伽
Φ
ω
脾
O
ぼ
ぢ
貫
。
。
、
●
図
客
①
o
帥
箕
Φ
ヨ
堵
ρ
巳
く
。
器
⑦
。
・
け
”
ρ
三
儀
7
搾
℃
①
「
竃
。
鴇
①
讐
、
。
国
σ
q
o
。
。
信
導

　
　
ρ
鼠
ω
ロ
ヨ
、
、
”
O
ヨ
コ
鑓
ゆ
餌
9
⑦
。
。
郎
簿
℃
話
題
O
ぢ
卿
鐸
ヨ
窪
¢
。
プ
¢
自
σ
》
（
テ
ク
ス
ト
は
、
鎖
’
O
α
円
α
Q
Φ
量
僻
⇒
舞
ω
E
三
韓
．
瀕
舞
℃
℃
（
鵠
携
σ
q
．
y
O
、
，
㌧
鷺
㌶
鵠

　
　
園
㌧
ミ
．
鳴
讐
ξ
、
貿
§
ミ
嵩
》
，
ミ
沢
谷
ミ
～
”
O
幾
鷺
段
践
け
一
り
蕊
に
よ
る
）
。
こ
こ
で
も
、
《
o
鑓
器
ω
》
冒
《
9
琶
…
働
》
と
両
方
が
需
わ
れ
、
『
出
エ
ジ

　
　
プ
ト
記
』
三
・
一
四
が
ひ
か
れ
て
い
る
。
但
し
こ
の
箇
所
の
検
討
に
は
、
ル
フ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
パ
ン
フ
ィ
ロ
ス
訳
を
参
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

　
　
る
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
こ
の
箇
所
で
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
癌
研
を
指
示
し
て
い
る
の
は
、
鍵
’
ω
一
B
o
づ
簿
芦
、
ぎ
・
貯
爲
誉
ミ
○
鳩
、
日
報
ミ
“
↓
◎
瓢
8

　
　
這
①
。
。
饗
。
。
算
。
。
④
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
古
代
キ
ジ
ス
ト
教
思
想
の
脈
絡
を
把
握
す
る
う
え
で
強
き
な
意
義
を
も
つ
で
あ
ろ

　
　
ら
’
o

（
1
0
）
　
《
曽
弩
恩
喬
℃
§
》
（
来
よ
う
と
し
て
い
た
）
と
読
む
解
釈
も
あ
る
。

（
1
1
）
　
《
烹
鳶
・
ミ
》
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
七
簾
註
（
3
）
に
あ
げ
た
拙
論
で
論
じ
た
。

（
1
2
）
　
ま
た
、
《
い
§
蔵
ミ
ひ
曽
鳶
ミ
い
伽
夷
書
幅
。
り
》
（
罰
。
〈
．
ど
腿
簿
P
）
お
よ
び
そ
の
類
似
句
と
の
対
比
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ア
ポ
カ
リ

　
　
ュ
プ
テ
ィ
ク
に
お
い
て
「
預
書
し
、
《
烹
謡
§
N
鼠
q
も
ミ
》
と
か
か
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
『
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
隠
江
一
章
と
ユ
ス
チ
ノ
ス
と

　
　
の
異
岡
に
つ
い
て
は
、
　
一
一
節
で
述
べ
る
。

（
1
3
）
　
こ
こ
で
こ
の
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
原
文
は
、
《
ま
岩
り
誌
、
せ
舞
～
駅
q
謎
℃
o
伽
℃
荊
§
慧
9
ぎ
ミ
～
黛
魁
＆
ゼ

　
　
還
。
§
↓
9
嘘
論
、
9
§
愈
肥
銭
黛
伽
鳶
§
焼
黛
慧
蕊
q
偽
ミ
融
ミ
勲
．
伽
§
嫡
謹
書
ミ
。
母
寝
も
o
Q
り
需
℃
o
烹
℃
§
硫
ミ
ミ
寒
嚇
§
碗
。
り
論
旨
O
N
黛
》
で
あ
っ
て
、

　
　
オ
ッ
ト
ー
、
ラ
ウ
シ
凱
ン
、
ブ
エ
ノ
（
グ
ッ
ヂ
ス
ピ
…
ド
に
従
う
）
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
、
旬
読
点
に
い
た
る
ま
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
（
ユ
ス

　
　
チ
ノ
ス
の
テ
ク
ス
ト
は
、
一
三
六
三
年
九
月
十
一
日
の
日
付
を
も
つ
唯
一
の
写
本
（
℃
p
◎
触
一
州
噂
．
　
心
O
O
）
に
薫
る
の
で
、
当
然
で
は
あ
る
）
。
《
誌
も
》

　
　
は
キ
リ
ス
ト
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
も
職
分
的
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
理
由
を
導
入
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
候
q
丹
§
》
な
し
に
《
曽
》
だ
け
で
も
、

　
　
理
由
の
説
囲
と
し
て
は
牽
分
な
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
現
在
形
で
も
言
わ
れ
る
の
は
、
《
い
…
…
含
匂
嚢
～
…
…
融
ミ
玄
翁
℃
》
が
現
在
的
だ

　
　
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
「
預
言
者
た
ち
を
と
お
し
て
」
と
「
同
じ
情
念
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
…
…
御
自
身
を
と
お
し
て
」
は
、
救
済
史
に

　
　
お
け
る
過
去
の
出
来
事
を
示
す
が
、
キ
リ
ス
ト
が
御
自
身
を
と
お
し
て
予
言
し
た
の
は
、
そ
の
第
二
の
来
臨
で
あ
る
か
ら
（
そ
し
て
ユ
ス
チ
ノ
ス

　
　
で
は
預
言
者
た
ち
も
第
二
の
来
臨
に
つ
い
て
予
浮
し
て
い
る
）
、
ロ
ゴ
ス
の
予
書
的
な
働
き
と
し
て
は
、
環
在
的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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哲
学
研
究
　
第
五
｝
日
三
∴
一
九
認
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

い
い
か
え
る
と
、
予
冷
の
働
き
そ
の
も
の
は
ロ
ゴ
ス
に
本
質
的
に
属
し
て
い
て
、
縛
間
を
超
え
、
貫
く
も
の
で
あ
る
。
《
か
堂
下
》
と
同
じ
よ
う

に
、
愚
書
も
時
間
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
た
め
に
は
、
《
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
く
妨
℃
　
融
霞
へ
　
m
q
↓
馬
℃
》
と
い
う
別
の
表
現
を
必
要
と
す
る
。
な
お
＝
節
参
照
。

　
　
　
　
　
　
十

　
前
節
で
提
上
し
た
本
論
の
問
題
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
究

明
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
い
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
す
で
に
解
明
さ
れ

て
い
る
い
く
つ
か
の
論
点
は
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
の
視
圏
を
拡
げ
、
鮮
朗
に
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

史
に
お
け
る
諸
学
説
に
言
及
し
て
み
た
い
。

　
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
ロ
ゴ
ス
に
つ
い
て
語
る
背
景
に
は
、
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
的
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア
的
思
弁
な
ら
び
に
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』

プ
ロ
ロ
…
グ
と
そ
れ
に
続
く
キ
リ
ス
ト
教
的
解
釈
が
あ
る
」
、
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
は
、
（
フ
ィ
ロ
ン
と
）
同
じ
掲
約
肇
書
的
な
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
ギ
リ
シ
ア
三
二
と
の
光
に
お
い
て
見
ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
」
と
い
う
バ
…
ナ
…
ド
の
言
葉
は
、
今
日
ユ
ス
チ
ノ
ス
研
究

が
到
達
し
た
、
ほ
ぼ
定
説
と
霜
雪
さ
れ
て
い
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
私
も
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
バ
ー
ナ
ー

ド
の
簡
潔
な
言
葉
が
示
す
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
の
背
景
と
ロ
ゴ
ス
の
本
性
と
に
つ
い
て
は
大
方
の
同
意
が
得
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ロ

ゴ
ス
の
働
き
と
そ
れ
に
対
応
す
る
人
間
の
探
求
と
の
関
係
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
問
題
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
な
お
検
討
を

要
す
る
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
研
究
に
た
い
す
る
疑
聞
と
し
て
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
つ
い
て
正
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
グ
ッ
デ
ィ
ナ
フ
は
、
ユ
ス
呪
ノ
ス
に
お
け
る
μ
ゴ
ス
の
呼
称
、
神
、
主
、
天
使
、
力
、
東
、
石
と
岩
、
始
源
、
日
、
光
、
智
恵
、
人
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヤ
訟
ブ
、
受
苦
す
る
も
の
、
初
子
、
祭
司
、
王
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
フ
ィ
ロ
ン
の
伝
統
に
由
来
し
て
い
る
と
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
結
論
に
基
づ
い
て
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
．
コ
ス
論
が
フ
ィ
ロ
ン
に
直
接
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
「
質
ゴ
ス
を
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
名
で
呼
ぼ
う
と
す
る
気
持
も
、
岡
じ
伝
統
を
と
お
っ
て
来
た
」
も
の
で
あ
る
と
見
る
。
し
た
が
っ
て
グ
ッ
デ
ィ
ナ
フ
は
、
「
ユ
ス
チ
ノ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
の
ロ
ゴ
ス
は
つ
ね
に
神
的
人
格
（
9
。
象
三
g
㌧
・
ざ
・
偽
ミ
ミ
、
ミ
）
で
あ
っ
た
」
と
い
う
結
論
に
劉
達
す
る
。
グ
ヅ
デ
ィ
ナ
フ
を
批
判
し
て
、
こ
れ

　
ら
の
呼
称
が
む
し
ろ
聖
書
、
あ
る
い
は
憎
約
墾
書
に
つ
い
て
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
釈
義
に
由
来
す
る
と
主
張
す
る
バ
ー
ナ
ー
ド
も
、
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
の
ロ
ゴ
ス
は
、
人
格
に
お
い
て
は
区
鋼
さ
れ
る
が
、
父
な
る
神
と
本
質
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
同
じ
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　
曲
者
と
も
に
、
惚
ゴ
ス
と
は
何
か
、
ロ
、
コ
ス
と
神
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論

　
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
、
「
力
」
と
い
う
こ
と
も
ロ
ゴ
ス
の
本
性
を
示
す
　
つ
の
称
号
と
解
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
働

　
き
の
内
容
に
は
考
察
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
な
い
。
論
じ
や
り
方
で
オ
ス
ボ
…
ン
も
ロ
ゴ
ス
の
呼
称
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
聖
書
に
由
来
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
ロ
ゴ
ス
論
の
説
明
の
最
後
に
「
経
論
の
完
成
」
の
項
鼠
を
あ
げ
、
p
ゴ
ス
の
働
き
に
つ
い
て
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
じ
て
い
る
点
で
前
二
者
と
は
異
な
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
は
父
な
る
神
が
望
み
給
う
た
「
経
論
を
完
成

　
す
る
」
（
息
℃
。
ぎ
＆
ミ
§
騨
導
出
遷
ミ
．
⇔
①
ざ
①
）
と
い
う
思
想
か
重
要
で
あ
り
、
こ
の
完
成
の
働
き
に
ロ
ゴ
ス
は
ま
さ
に
語
る
こ
と
に
お

　
　
い
て
参
与
す
る
の
で
あ
る
。
「
ロ
ゴ
ス
は
神
の
意
志
と
使
儒
を
啓
示
す
る
冒
的
で
現
わ
れ
る
」
、
「
癖
ゴ
ス
は
そ
の
出
現
の
す
べ
て
に
お
い

　
　
て
、
告
知
す
る
。
父
が
告
知
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
給
う
こ
と
は
な
ん
で
も
、
ロ
ゴ
ス
は
告
知
す
る
。
神
は
人
間
に
語
り
か
け
る
神
で
あ
る
。

　
神
の
語
り
か
け
は
、
昔
現
わ
れ
、
預
言
者
た
ち
を
と
お
し
て
語
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
受
凹
し
た
ロ
ゴ
ス
を
通
じ
て
な
さ
れ

　
　
（
9
）

　
　
る
し
。
オ
ス
ボ
…
ソ
の
こ
の
認
識
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
予
言
す
る
ロ
．
コ
ス
、
予
雷
的
ロ
、
コ
ス
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
考

　
察
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
思
想
を
根
本
的
に
「
歴
史
の
神
学
」
（
鱒
Φ
○
霧
。
㌶
。
ぽ
？

　
鋒
8
一
・
讐
。
）
と
し
て
把
握
す
る
ア
ン
ド
レ
セ
ン
は
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
を
重
視
し
て
い
る
。
「
ロ
ゴ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
歴
史
に
お
い
て
連
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
的
な
神
啓
示
の
原
理
と
し
て
働
き
偏
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
も
ロ
ゴ
ス
の
働
き
が
感
知
さ
れ
う
る
」
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
「
歴
史
に
お
け
る
神
的
啓
示
の
人
格
的
な
に
な
い
手
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
グ
ッ
デ
ィ
ナ
フ
お
よ
び
バ
…
ナ
ー
ド
の
理
解
が
ど

謝　
　
　
　
　
探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
発
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
三
一
神
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
の
あ
り
方
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
こ
れ
は
ロ
ゴ
ス
の
救
済
史
的
な

働
き
を
重
視
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
ア
ン
ド
レ
セ
ソ
の
解
釈
に
も
、
《
勲
距
ま
N
ミ
“
鷲
曽
§
の
》
を
《
含
8
ゲ
象
・
≦
奮
窪
ω
。
冨
諏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

膏
滞
⊂
舞
興
誓
畠
§
α
q
》
と
解
し
て
い
る
こ
と
、
「
播
種
約
ロ
ゴ
ス
し
と
「
ロ
ゴ
ス
の
種
子
し
と
の
区
別
が
明
確
で
な
い
こ
と
、
要
す
る
に

ロ
ゴ
ス
の
働
き
方
に
つ
い
て
な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
対
応
す
る
人
聞
の
認
識
努
力
（
探
求
）
が
、
従
来
の
ロ
ゴ
ス
論
研
究
に
お
い
て
適
切
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
第
二
の
疑
問
が
生
ず
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
が
人
間
の
側
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
も
、
主
な
関

心
は
認
識
の
源
と
し
て
の
ロ
．
コ
ス
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
播
種
的
ロ
ゴ
ス
、
ロ
ゴ
ス
の
種
子
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
哲
学
史
あ
る
い
は

宗
教
史
の
背
景
と
関
連
し
て
、
克
明
な
研
究
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
日
な
お
こ
れ
が
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
研
究
に
お
い
て
も
っ
と
も
異
論

の
多
い
テ
ー
マ
だ
と
誉
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
の
問
題
も
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
く
立
ち
入
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
「
播
種
的
ロ
ゴ
ス
」
（
ま
N
。
り
q
繋
壽
暑
遡
り
）
の
表
現
と
概
念
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
次
の
四
つ
が
可
能
な
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き

た
。
（
イ
）
ス
ト
ア
思
二
心
、
（
ロ
）
フ
ィ
ロ
ソ
、
（
ハ
）
中
期
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
、
（
ユ
）
『
マ
タ
イ
門
門
音
書
』
一
三
・
艦
一
八
。
ロ
ゴ
ス
・
ス

ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
ス
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
は
、
（
ハ
）
と
（
こ
に
は
見
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
（
ハ
）
あ
る
い
は
（
二
）
の
説
が
唱
え
ら

れ
る
場
合
に
は
、
表
現
で
は
な
く
、
概
念
の
意
味
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
度
し
か
こ
の
言
葉
が
調
い
ら
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

フ
ィ
ロ
ン
の
場
合
も
周
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
般
に
、
こ
の
表
現
は
ス
ト
ア
思
想
に
由
来
す
る
と
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
意

味
内
容
の
面
、
す
な
わ
ち
ロ
．
コ
ス
の
働
き
に
視
点
を
お
く
と
、
（
ロ
）
（
ハ
）
（
二
）
の
諸
説
も
直
ち
に
一
蹴
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
。
こ
と
に
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
噺
度
も
引
受
し
て
い
な
い
箇
所
に
依
拠
す
る
（
二
）
は
そ
う
で
あ
る
。

、
こ
れ
ら
の
諸
説
を
検
討
す
る
に
当
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
R
・
ホ
ル
テ
が
一
九
五
八
年
に
提
起
し
た
《
ま
盛
り
q
誤
ミ
§
§
の
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
《
q
試
ミ
ミ
8
0
ま
N
§
》
と
の
異
同
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
両
者
は
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
闘
じ
で
あ
る
と
誰
も
信
じ
て
疑
わ

　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紛
）

な
か
っ
た
。
ホ
ル
テ
に
よ
る
と
、
「
ロ
ゴ
ス
・
ス
ペ
ル
マ
テ
ィ
コ
ス
は
…
…
超
越
的
な
も
の
（
9
蕊
8
え
①
母
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

　
　
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
『
播
か
れ
た
』
（
乱
圃
釦
自
ω
⑦
ヨ
剛
訂
零
Ω
曲
馬
気
）
と
い
う
意
味
に
は
な
り
え
な
い
《
§
①
ミ
飛
謎
恕
り
》
と
い
う
形
容
語
は
、
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
な
働
き
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
、
す
な
わ
ち
現
実
の
宗
教
的
お
よ
び
道
徳
曲
照
明
に
お
い
て
ロ
ゴ
ス
の
《
q
繋
、
㍗
勲
》
を
ま
く
行
為
を
指
す
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
れ
に
た
い
し
て
《
愚
§
書
ミ
8
0
き
N
謹
》
は
、
「
ロ
ゴ
ス
、
あ
る
い
は
そ
の
あ
る
部
分
が
人
問
の
う
ち
に
ま
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

　
　
で
は
な
く
」
、
「
人
格
的
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
人
聞
の
う
ち
に
、
あ
る
種
子
が
ま
か
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
人
格
的
ロ
ゴ
ス
と
は
明
確
に
区

　
　
別
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
ゴ
ス
の
模
倣
で
あ
る
種
子
、
つ
ま
り
人
格
的
ロ
ゴ
ス
が
反
映
さ
れ
て
い
る
認
識
が
ま
か
れ
る
こ

　
　
（
2
1
）

　
　
と
」
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ホ
ル
テ
は
、
『
第
二
弁
証
論
』
；
丁
六
に
基
づ
い
て
、
ロ
ゴ
ス
の
種
予
と
ロ
ゴ
ス
自
体
と
は
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
別
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
か
れ
が
《
黛
。
嫡
侮
裾
ミ
》
悼
《
烹
ミ
リ
》
u
《
q
鵠
書
奏
y
《
ミ
ミ
奏
》
な
ど
の
用
語
に
着
目
し
て
、
両
輪

　
　
念
を
「
形
而
上
学
的
区
別
を
明
確
に
保
持
し
な
が
ら
も
、
人
間
の
真
理
所
有
と
、
超
越
的
神
的
ロ
ゴ
ス
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
と
の
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱗
）

　
　
だ
に
存
す
る
関
係
」
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
は
、
研
究
史
上
特
筆
に
値
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
前
述
の
四
つ
の
背
景
も
薪
た
な
光
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
　
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ァ
ス
ジ
ソ
ク
が
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
の
種
播
き
の
た
と
え
を
背
景
と
し
て
強
調
し
た
こ
と
は
、
こ
と
に
重

　
　
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

　
　
　
ホ
ル
テ
説
を
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
溺
の
機
会
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ

　
　
で
は
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ホ
ル
テ
説
の
眼
呂
は
、
神
的
ロ
ゴ
ス
と
人
間
的
ロ
ゴ
ス
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
2
6
）

　
　
係
を
実
体
的
問
一
性
に
基
づ
く
も
の
と
せ
ず
、
播
種
的
ロ
ゴ
ス
と
ロ
ゴ
ス
の
種
子
と
の
能
動
一
受
動
関
係
と
解
す
る
点
に
あ
る
。
「
ロ
ゴ

　
　
ス
は
…
…
人
閥
が
そ
れ
に
気
付
く
と
否
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
に
活
動
的
に
現
前
し
て
い
る
」
と
い
う
「
人
間
に
お
け
る

　
　
ロ
ゴ
ス
の
普
遍
酌
活
動
的
現
前
」
（
昏
。
鵯
器
鑓
『
。
研
く
Φ
窟
。
ω
窪
8
。
「
轡
。
α
q
。
ω
ヨ
至
難
）
は
、
人
間
が
真
理
を
現
実
に
所
有
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
「
創
造
す
る
し
。
ホ
ル
テ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
働
き
の
結
果
が
、
「
人
間
に
生
れ
つ
き
そ
な
わ
っ
た
宗
教
的
お
よ
び
道
徳
的
性
向
と
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

　
　
得
ら
れ
る
現
実
的
認
識
」
で
あ
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
超
越
的
ロ
ゴ
ス
が
人
様
の
宗
教
性
、
道
徳
挫
を
創
造
す
る
よ
う
に
働
く
こ
と
を
認

　
　
め
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
度
人
間
が
超
越
的
ロ
，
課
ス
に
向
っ
て
働
こ
う
と
す
る
場
舎
に
は
、
こ
れ
を
理
論
的
認
識
の
爾
に
の
み
限
っ

韻　
　
　
　
　
　
探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

128　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
は
、
《
黛
籍
N
⑨
、
o
電
嶽
封
嫡
芯
q
m
§
り
》
を
　
《
ま
重
り
（
鷲
賞
§
の
》
に
よ
っ
て
」
と
解
釈
し
、
「
知
的
哲
学
的
方
法
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
る
神
探
求
の
み
」
に
か
か
わ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
第
二
弁
証
論
瓢
第
十
章
の
文
脈
に
お
い
て
《
恕
這
リ
ハ
調
嘗
§
り
》
は
、
「
プ
ラ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
ソ
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
理
論
哲
学
に
属
す
る
論
証
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
ロ
ゴ
ス
と
は
方
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
ホ
ル
テ

　
　
は
、
こ
こ
で
の
《
ザ
略
需
建
》
が
『
使
徒
行
伝
』
一
七
章
の
パ
ゥ
ロ
の
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
演
説
に
お
け
る
《
§
塞
ぜ
》
と
は
異
な
り
、
「
む
し
ろ
ソ

　
　
ク
ラ
テ
ス
の
《
ヒ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
も
、
も
N
も
り
　
ザ
“
N
“
q
o
ー
ミ
リ
》
は
、
パ
ウ
ロ
が
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
｝
・
二
二
、
《
く
肉
慧
謹
潟
暑
ミ
ミ
“
鷲
＆
ミ
ヒ
》
に
お
い
て
論
駁
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
て
い
る
《
（
麟
⑩
ぎ
》
と
比
較
す
べ
き
で
あ
る
し
と
言
う
。

　
　
　
《
（
鷲
。
・
ぎ
》
に
つ
い
て
の
ホ
ル
テ
の
解
釈
は
、
ア
ン
ド
レ
セ
ソ
の
解
釈
と
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト

　
　
ソ
と
を
同
列
に
お
い
て
理
解
す
る
と
こ
ろ
が
ら
幽
発
し
て
い
る
。
こ
れ
が
誤
り
で
あ
り
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
を
、

　
　
生
き
方
と
教
説
と
の
南
瓦
の
観
点
か
ら
厳
密
に
区
別
し
た
こ
と
は
、
前
論
文
で
す
で
に
示
さ
れ
た
。
ま
た
ホ
ル
テ
の
《
ま
慧
り
§
息
q
m
e
の
》

　
　
と
い
う
読
み
方
が
確
か
ら
し
く
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
で
論
駁
さ
れ
て
い
る
《
（
鷲
§
》
と
の
比
較
も
疑

　
　
わ
し
い
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
文
脈
で
一
定
の
肯
定
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ロ
ゴ
ス
探
求
は
、
む
し
ろ
ア
レ
オ
パ
，
コ
ス
灘
説
の
《
§
爲
ぜ
》

　
　
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
ホ
ル
テ
の
ロ
，
コ
ス
解
釈
に
は
、
種
々
の
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
の
主
題
に
関
す
る
側
藺
に
つ
い
て
指
摘
す

　
　
る
に
と
ど
め
た
い
。
ホ
ル
テ
に
よ
れ
ば
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
、
「
《
暑
碧
ミ
》
概
念
の
一
つ
の
．
面
、
す
な
わ
ち
生
得
の
生
長
力
、
完

　
　
成
へ
と
向
う
発
展
の
可
能
性
は
消
失
し
、
そ
の
代
り
に
、
す
べ
て
の
人
定
的
認
識
は
断
片
的
で
あ
り
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
と
に
眼
自
が
お
か
れ
て
い
る
」
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ゴ
ス
の
種
子
は
播
種
的
ロ
ゴ
ス
の
働
き
の
結
果
と
し
て
の
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
働
き

　
　
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
認
識
に
つ
い
て
言
え
ば
、
与
え
ら
れ
た
認
識
、
認
識
の
内
容
で
あ
っ
て
、
認
識
す
る
働
き
で
は
な
い
、
と
い

　
　
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
ホ
ル
テ
は
、
播
種
的
ロ
ゴ
ス
と
『
コ
ス
の
種
子
と
の
実
体
的
隅
　
性
を
否
定
し
た
点
で
正
し
い
が
、
両
者
を

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
実
体
的
に
区
別
す
る
点
で
は
誤
っ
て
い
る
。
生
長
す
る
力
が
「
消
失
し
た
」
（
ぎ
。
・
α
陣
。
・
昌
篇
畿
⑦
ユ
）
種
子
は
形
骸
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合



に
は
、
種
播
き
の
た
と
え
と
の
関
連
は
無
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
両
者
の
区
別
は
デ
ュ
ナ
ミ
ス
に
お
け
る
区
別
、
す
な
わ
ち
働

き
を
与
え
る
も
の
と
働
き
を
う
け
と
る
も
の
と
の
区
別
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
神
的
播
種
的
ロ
ゴ
ス
は
、
生
長
す
る
力
と
働
き

を
ロ
ゴ
ス
の
種
子
と
し
て
人
間
に
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
ゴ
ス
の
種
子
は
カ
と
働
き
を
う
け
と
る
も
の
で
あ
る
．
、
し
か
も
後
者
が
荊
潜

の
働
き
（
①
訟
9
①
器
）
を
う
け
と
る
（
蝕
Φ
9
霧
）
と
い
う
こ
と
は
、
た
ん
な
る
受
動
性
で
は
な
く
、
自
ら
も
能
動
的
に
働
く
も
の
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

る
（
①
密
。
…
⑦
蕊
①
浮
9
器
）
受
動
性
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
《
◎
ミ
℃
》
は
僚
澱
づ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ル
テ
が
播
種
的
ロ
ゴ
ス
と
p
ゴ
ス
の
種
子
と
を
区
別
し
、
両
老
の
関
係
を
な
お
実
体
的
に
で
は

あ
る
が
働
き
の
面
か
ら
も
と
ら
え
た
こ
と
は
、
卓
見
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
課
題
は
、
こ
の
働
き
の
内
容
…
働
き
方
を
よ
り
詳
し
く
検

討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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学
説
史
に
詳
し
い
の
は
誕
笠
魯
三
（
前
論
文
一
四
ペ
ー
ジ
駐
（
2
）
参
照
）
で
あ
る
。

じ5

曹
№
＝
g
o
＞
ミ
ご
ω
ミ
W
o
〔
’
＝
鑑
．
》
ト
ヘ
ミ
為
ミ
§
、
童
、
、
“
り
①
ψ

O
o
o
飢
2
0
二
ひ
韓
ダ
。
》
職
帖
ご
♂
○
。
f
一
謡
．

N
黛
へ
貸
H
認
．

奪
、
3
ミ
。
。
．
墾
霊
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ミ
猟
“
器
O
h
”
参
照
。

じ
彰
鋤
ヨ
㌶
9
0
》
無
計
O
P

O
。
。
び
。
門
P
も
〉
隻
執
」
ω
伊

～
ミ
鉢
ゆ
ら
一
蕊
■

、
ミ
猟
’
《
狸

〉
鼠
憎
窃
窪
》
卜
。
な
。
禽
ミ
ミ
黛
。
ミ
o
y
ω
島
．

賦
ご
．
、
｝
器
け
ぎ
努
a
乱
2
ヨ
｝
巳
。
槻
。
鵠
鷲
〇
三
。
・
§
ロ
戦
．
Ψ
這
郵

晶
馴
払
酬
文
八
ぺ
ー
ジ
参
昭
｛
。

探
求
と
鷲
ゴ
ス
（
完
）

五
一
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号

五
二

（
3
1
）
　
太
丁
払
㈱
文
四
九
ペ
ー
ジ
旧
以
下
参
昭
｛
o

（
1
4
）
　
び
Φ
α
Q
G
巴
剛
’
同
踏
嵩
ρ
馬
①
お
ω
コ
汐
の
⊆
器
。
ゆ
梓
」
箒
海
×
．
巖
①
o
◎
」

（
1
5
）
　
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
ダ
ー
ル
の
ほ
か
に
、
即
冒
ぎ
6
ミ
，
、
丸
㌧
§
｝
、
ミ
ミ
ぎ
靴
象
。
葱
～
Q
．
趣
ミ
憂
恥
ミ
，
藩
へ
論
建
ミ
N
籍

　
　
＼
《
良
轟
～
累
象
鷺
，
偽
a
き
、
昏
寒
熱
～
ミ
馬
紅
～
ミ
“
Ψ
し
d
毎
×
①
ご
。
ω
一
ミ
も
。
M
蕊
…
刈
Φ
参
照
。

（
1
6
）
　
即
頃
。
】
3
．
、
．
い
。
σ
q
o
。
・
ω
℃
霞
ヨ
9
騨
。
。
。
・
O
箭
卿
。
・
酔
一
食
・
三
ぞ
塁
ら
》
琴
♂
ヨ
頃
ぴ
二
〇
ψ
o
喜
《
鴛
8
匹
3
σ
q
8
ω
ρ
賢
。
。
ぼ
5
．
ω
》
℃
o
δ
α
q
圃
。
ω
、
、
り
砺
ミ
ミ
黛

　
　
S
漸
馬
ミ
。
晦
～
へ
＆
這
（
冨
①
G
。
ソ
一
8
…
屋
。
。
■

（
1
7
）
　
O
略
↓
馬
ミ
猟
。
蕊
ρ
鼠
①
．

（
1
8
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
『
第
二
弁
証
論
』
で
二
度
だ
け
、
し
か
も
単
数
で
用
い
て
い
る
（
鵠
刈
（
G
。
）
冒
。
。
甲
雛
－
。
。
）
。

（
1
9
）
　
こ
の
こ
と
は
類
比
的
に
《
ぎ
ミ
怨
り
》
《
も
§
、
麟
へ
惑
の
》
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
後
識
（
3
3
）
参
照
。

（
2
0
）
　
臨
。
謬
ρ
、
ミ
猟
ゆ
ば
N

（
2
1
）
　
N
黛
郵
”
嵐
◎

（
2
2
）
　
奪
執
鉢
”
ド
蕗
．

（
2
3
）
　
N
黛
繕
’
目
幽
。
◎
。

（
2
4
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ル
テ
の
説
は
な
お
一
般
に
認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
ヒ
ル
ダ
ー
ル
は
批
判
的
、
バ
ー
ナ
ー
ド
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
は

　
　
無
視
し
て
い
る
。
後
註
（
2
7
）
参
照
。

（
2
5
）
　
≦
鋤
。
。
N
ぎ
π
o
》
隻
さ

（
2
6
）
　
ヒ
ル
ダ
…
ル
は
こ
の
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
な
お
疑
っ
て
い
る
（
エ
滋
山
警
一
噛
。
》
翫
計
圃
黛
謡
）
。
し
か
し
こ
の
疑
い
に
は
全
く
根
拠
が
な
い
。

（
2
7
）
　
罵
。
閂
帥
ρ
o
》
鳥
距
翫
ρ
ヒ
ル
ダ
…
ル
の
ホ
ル
テ
批
判
は
こ
の
点
を
完
全
に
見
落
し
て
い
る
。
か
れ
は
ホ
ル
テ
の
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
多
く
引
用

　
　
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
《
鋤
9
》
曽
《
蓉
瓢
く
①
》
“
《
餌
9
ぞ
口
受
》
M
《
四
9
慈
一
》
な
ど
の
語
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

　
　
故
意
で
な
け
れ
ば
、
不
可
解
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
読
解
に
基
づ
く
批
判
が
、
バ
ー
ナ
ー
ド
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
ら
の
ホ
ル
テ
無

　
　
視
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
論
老
が
、
神
的
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
応
ず
る
人
間
の
ロ
ゴ
ス
的
な
働
き
を
考
慮

　
　
し
な
い
た
め
に
、
《
“
鷲
§
》
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
（
2
8
）
　
鴻
。
開
ρ
遠
ミ
’

　
　
　
（
2
9
）
　
N
ミ
鉢
”
属
メ
0
2
一
ω
ρ

　
　
　
（
3
0
）
　
N
ミ
“
い
同
9
．

　
　
　
（
3
1
）
奪
ミ
Ψ
描
ρ
ホ
ル
テ
の
《
（
鷲
馬
℃
》
解
釈
に
つ
い
て
は
、
轟
轟
潜
の
b
箒
魯
ミ
疑
譜
ミ
恥
ミ
捻
“
象
篤
ミ
》
軸
お
ミ
無
註
ミ
鳶
㌣
o
ミ
伽
℃
謹
§
N
霜

　
　
　
　
　
》
N
§
N
．
ぎ
ミ
ミ
馬
§
誠
封
喜
翫
。
旨
㌧
ミ
免
§
職
§
ミ
”
詮
ユ
ω
ち
①
b
。
9
騎
謎
．
参
照
。

　
　
　
（
3
2
）
　
鵠
。
冨
”
．
．
び
○
α
q
o
。
。
9
臼
彊
巴
ざ
。
。
、
、
し
齢
．

　
　
　
（
3
3
）
　
人
間
が
《
き
誉
謹
～
博
も
も
§
ミ
ミ
竃
～
N
聲
曾
鷲
燵
ミ
》
（
一
戸
⊃
。
。
”
G
。
）
と
島
一
肖
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
か
か
る
働
き
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一

　
　
　
第
九
節
B
、
「
μ
ゴ
ス
の
働
き
方
」
の
項
で
、
μ
．
コ
ス
に
「
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
り
」
、
「
預
言
者
た
ち
と
御
自
身
と
を
と
お
し
て

　
　
ま
さ
に
起
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
予
言
す
る
し
と
い
う
二
つ
の
働
き
方
が
あ
る
こ
と
を
さ
し
あ
た
り
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
ま
ず
後
者
か
ら

　
　
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
「
予
組
す
る
ロ
ゴ
ス
」
を
ロ
ゴ
ス
論
の
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

　
　
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ロ
ゴ
ス
を
そ
の
働
き
の
面
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、
預
言
は
啓
示
論
、
聖
書
論

　
　
に
お
い
て
扱
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た
し
か
に
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
し
き
り
に
用
い
る
《
》
尽
§
鷲
§
の
ま
N
8
》
お
よ
び
そ

　
　
の
類
似
句
は
、
預
言
老
の
言
葉
、
預
言
書
、
旧
約
聖
書
を
指
し
、
し
た
が
っ
て
救
済
史
に
お
け
る
機
能
と
し
て
は
過
虫
と
結
び
つ
け
ら
れ

　
　
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
が
自
明
な
も
の
と
受
け
と
ら
れ
る
と
き
、
ロ
ゴ
ス
論
と
の
関
連
が
視
野
か
ら
脱
落
す
る

　
　
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
が
μ
ゴ
ス
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
霊
に
よ
っ
て
帽
約
に
お
い
て
す
で
に
語
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
る
と
い
う
思
想
は
、
新
約
を
は
じ
め
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
随
所
に
見
出
さ
れ
、
そ
こ
に
戸
ゴ
ス
論
と
の
関
連
が
あ
り
う
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
そ
も
そ
も
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
が
μ
ゴ
ス
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
「
父
か
ら
の
言
葉
を
人
々
に
傍
え
る
か
ら
」
（
O
欝
。
。
卜
⊃
　
　
　
　
噌
）
で
あ
る
。

師　
　
　
　
　
　
探
求
と
・
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
宝



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

灘　
　
《
ま
慧
り
…
…
題
。
①
ミ
曾
瞭
籍
烹
鳶
§
三
図
魯
も
ミ
》
も
こ
の
背
景
か
ら
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
予
雷
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
ギ
リ
シ
ア
語
の
《
還
。
§
選
り
》
に
は
、
人
々
の
前
で
あ
る
知
ら
せ
を
告
知
す
る
人
と
い
う
、
主
と
し
て
空
間
的
な
意
味
、
託
宣
の
よ
う

　
　
に
あ
る
未
来
の
出
来
事
を
前
も
っ
て
予
言
す
る
と
い
う
時
間
的
な
意
味
、
さ
ら
に
ム
ウ
サ
の
霊
感
を
受
け
た
人
と
い
う
脱
選
挙
意
味
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
・
キ
リ
ス
ト
教
思
懇
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
類
比
的
に
こ
れ
ら
三
つ
の
意
味
が
あ
ら
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

　
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
意
味
が
強
い
。
預
言
者
の
言
葉
や
書
、
旧
約
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
出
来
事
を
マ
縞
馬
し
て
い
る

　
　
こ
と
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
く
り
か
え
し
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
連
関
で
《
題
§
慧
q
暑
・
建
》
《
暴
。
隷
N
§
》
．
《
還
。
§
＆
§
》

　
　
《
§
、
o
幻
出
。
ミ
》
喀
《
塁
§
斜
＆
偽
ミ
》
　
な
ど
、
前
科
《
塁
。
－
》
を
葎
う
多
く
の
語
を
用
い
る
。
　
そ
れ
は
簡
潔
に
は
、
《
か
ま
分
り
還
鼠
幾
ミ
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
（
O
＝
日
る
）
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
。
予
言
と
は
、
「
こ
と
が
起
る
前
に
語
る
こ
と
」
（
還
～
重
量
瓢
亀
ミ
魁
鶉
～
じ
・
＝
p
δ
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
し
か
し
予
言
は
、
未
来
の
嵐
豪
富
を
起
る
以
慾
に
語
る
こ
と
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
「
キ
リ
ス
ト
が
起
る
と
前
も
っ
て
予
即
し
た

　
　
こ
と
は
い
ず
れ
も
現
実
に
起
る
」
の
で
あ
り
、
「
こ
と
が
起
る
前
に
語
り
、
ま
た
予
言
さ
れ
た
と
お
り
に
こ
と
が
起
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の

　
　
は
、
神
の
働
き
で
あ
る
」
（
目
お
　
一
〇
　
　
　
り
）
。
す
な
わ
ち
、
神
の
働
き
（
も
・
＆
ぜ
N
＄
）
に
よ
っ
て
、
こ
と
は
予
言
さ
れ
た
と
お
り
に
（
さ
§
り
…
…

　
　
身
…
…
）
現
実
に
起
る
（
ゆ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
⑩
、
N
£
　
N
へ
℃
O
黛
0
℃
袋
）
。
そ
れ
ゆ
え
予
言
は
、
ま
さ
に
起
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
す
で
に
起
っ
た
か
の
よ
う
に
語
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
（
岡
継
ぴ
ρ
一
　
　
”
）
。
こ
の
よ
う
な
神
の
働
き
と
し
て
の
予
選
を
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
「
予
言
的
霊
」
（
＆
起
。
§
製
9
起
巴
ミ
）
と
呼

　
　
び
、
き
わ
め
て
頻
繁
に
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
「
予
言
的
ロ
ゴ
ス
」
が
、
語
ら
れ
、
記
さ
れ
た
言
葉
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
た
い
し
て
、
こ
れ
ば
と
く
に
予
言
の
働
き
を
意
耕
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に
起
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
起
る
前
に
予
雷
す
る
働
き
で

　
　
あ
る
。
こ
の
働
き
が
「
霊
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
《
鵠
、
o
℃
“
焼
目
り
》
の
脱
自
的
な
意
味
と
も
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
の
霊
が
p
ゴ
ス
、
デ
ュ
ナ
ミ
ス
と
調
馬
さ
れ
る
こ
と
も
轟
然
で
あ
ろ
う
。
「
霊
と
、
神
か
ら
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
と
は
、
神
の
初
子
で
あ
る
ロ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
H
し
。
ω
勤
①
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ゴ
ス
と
デ
ュ
ナ
ミ
ス
と
プ
ネ
ゥ
マ
と
が
キ
リ
ス
ト
論
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に



　
よ
っ
て
、
予
言
と
そ
の
実
現
と
の
必
然
的
な
連
関
の
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
。
予
言
と
そ
の
実
現
と
は
、
受
電
的
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

　
　
ト
に
か
か
わ
る
。
予
言
は
予
言
の
根
拠
と
力
の
外
に
あ
る
な
に
ご
と
か
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
を
さ
し
示
し
、
そ
れ
ゆ
え

　
指
し
示
す
こ
と
が
実
現
の
開
始
と
な
る
。
い
い
か
え
る
と
、
予
言
は
不
定
の
未
来
を
将
来
（
3
烹
鳶
§
韓
慧
蕊
q
も
ミ
）
に
転
換
す
る
。
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
　
ン
ア

　
様
に
ロ
ゴ
ス
も
、
ロ
ゴ
ス
以
外
の
も
の
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
、
ロ
．
コ
ス
そ
の
も
の
の
実
現
（
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
に
ほ
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
な
い
）
を
指
し
示
す
。
環
ゴ
ス
の
力
は
ロ
ゴ
ス
を
実
現
し
、
あ
ら
し
め
る
働
き
を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
予
言
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
に
は
、
つ
ね

　
　
に
実
現
が
伴
っ
て
い
る
。
終
末
論
的
な
「
い
ま
だ
」
と
「
す
で
に
」
と
の
緊
張
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
予
期
的
霊
」
が

　
実
現
の
力
と
働
き
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
と
っ
て
予
言
に
伴
う
実
現
が
確
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い

　
　
い
か
え
れ
ば
、
予
欝
は
確
証
さ
れ
た
実
現
を
と
お
し
て
予
言
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
ロ
ゴ
ス
は
愚
慮
身
を
と
お
し
て
（
7
　
　
曽
　
伽
　
　
　
　
　
　
　
｝
Q
“
　
m
◎
馬
C
嫡
O
O
）
予
言

　
　
す
る
」
と
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
御
自
身
」
は
、
第
一
の
来
臨
で
あ
る
受
肉
に
お
い
て
す
で
に
実
現
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
ま
さ
に
起
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
、
す
で
に
起
っ
た
か
の
よ
う
に
（
ミ
リ
）
語
る
」
（
剛
轟
一
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
い
う
こ
と
は
、
た
ん
な
る
予
言
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
、
予
言
の
本
質
に
由
来
す
る
表
現
法
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
ユ
ス
チ
ノ
ス
の

　
　
弁
証
論
は
、
そ
の
確
実
性
の
根
拠
を
す
で
に
実
現
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
も
っ
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
第
二
の
来

　
　
臨
へ
と
予
言
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
展
闇
を
も
つ
と
こ
ろ
に
、
か
れ
の
弁
証
論
が
当
時
、
包
括
的
、
普
遍
的
で
あ
り
え
た

　
　
理
由
の
一
つ
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
予
言
の
実
現
的
性
格
は
、
予
欝
が
た
ん
な
る
不
定
の
未
来
で
な
く
、
ま
さ
に
起
ろ
う
と
す
る
将
来
を
指
し
示
し
実
現
す
る
、
文
字
ど
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
り
将
来
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
予
言
男
芸
が
指
し
示
す
《
輩
烹
謡
§
餐
慧
℃
魯
も
ミ
》
と
は
、
そ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
出
来
事
で

　
　
あ
る
。
勿
論
《
銭
三
筆
ミ
建
》
は
、
一
般
に
未
来
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
《
誉
實
も
ミ
》
が
付
け
加
え
ら
れ
、
霊
の
諏
ン
テ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
ス
ト
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
シ
ス
的
な
切
迫
性
を
意
味
し
て
く
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
ロ
ゴ
ス
論
は

　
　
ア
ポ
カ
リ
識
プ
シ
ス
的
終
末
論
と
内
的
に
結
合
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
と
揮
え
よ
う
。

17
8
　
　
　
　
　
　
探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
兜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

棚　
　
　
ロ
ゴ
ス
の
働
き
の
な
か
で
は
、
予
言
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
す
で
に
触
れ
た
勧
め
（
プ
ロ
ト
レ
プ
チ
コ
ス
）
と

　
　
と
も
に
、
「
指
令
す
る
し
（
q
鵠
飛
N
O
b
O
C
O
馬
℃
）
働
き
も
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
無
視
し
え
な
い
。
こ
の
語
は
、
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ソ
タ
、
フ
ィ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
ン
、
新
約
、
使
徒
教
父
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
使
用
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
弁
証
論
者
の
な
か
で
も
ユ
ス
チ
ノ
ス
だ
け
が
五
罪
使
っ
て

　
　
い
る
。
「
ロ
ゴ
ス
は
、
真
な
る
こ
と
の
み
を
敬
い
愛
す
る
よ
う
、
真
に
敬
愛
で
知
を
愛
す
る
人
々
に
指
令
す
る
」
。
ま
た
「
健
全
な
ロ
ゴ
ス

　
　
は
、
悪
を
な
し
た
り
、
あ
る
い
は
教
え
た
り
す
る
者
た
ち
に
従
わ
な
い
よ
う
指
令
す
る
」
（
以
上
囲
時
』
）
。
「
真
な
る
ロ
ゴ
ス
は
、
悪
評
の
ゆ

　
　
え
に
潔
白
な
人
々
に
不
正
を
加
え
る
こ
と
を
指
令
し
な
い
（
艮
禁
ず
る
）
」
（
H
。
。
り
目
）
。
「
選
ん
で
は
な
ら
な
い
と
ロ
ゴ
ス
が
指
令
す
る
こ
と

　
　
を
悟
り
の
あ
る
人
は
選
ば
な
い
」
（
二
三
。
㌔
G
。
）
。
「
ど
こ
で
も
正
し
い
ロ
ゴ
ス
に
し
た
が
っ
て
立
法
し
哲
学
し
た
入
々
は
、
あ
る
こ
と
は
な
し
、

　
　
あ
る
こ
と
は
避
け
る
よ
う
指
令
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
（
1
1
密
由
意
志
が
す
べ
て
の
も
の
に
あ
る
こ
と
）
を
示
し
て
い
る
し

　
　
（
餌
①
（
刈
）
㍉
）
。
最
後
の
箇
所
を
除
い
て
、
す
べ
て
ロ
ゴ
ス
が
《
騨
ミ
。
ゑ
q
§
》
の
主
語
に
立
っ
て
い
る
。
最
後
の
箇
所
も
、
間
接
的
に
は
そ

　
　
れ
が
ロ
ゴ
ス
の
働
き
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
す
べ
て
の
箇
所
に
お
い
て
、
「
指
令
す
る
ロ
ゴ
ス
し
は
、
善
悪
の
行
為
の
決

　
　
断
、
自
由
意
志
の
選
択
に
か
か
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
た
だ
二
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
自
由
選
択
に
委
ね
る
の

　
　
で
は
な
く
、
正
し
い
道
を
指
令
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
断
を
追
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
禁
魚
的
に
も
働
く
の
で
あ
る
。
ユ

　
　
ス
チ
ノ
ス
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
正
し
い
ロ
ゴ
ス
」
（
“
言
象
り
ま
な
り
）
、
「
健
全
な
ロ
ゴ
ス
」
S
暴
還
§
N
ミ
8
）
に
は
、
こ
の
よ
う
な
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
ユ
）

　
　
法
的
ロ
ゴ
ス
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
ロ
．
コ
ス
は
、
一
ω
｝
ご
酬
鎚
Q
。
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ソ

　
　
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
理
性
的
真
理
に
殉
ず
る
こ
と
を
指
令
す
る
ロ
ゴ
ス
で
あ
っ
て
、
た
ん
に
人
を
理
論
的
教
説
に
到
達
さ
せ
る
霧
ゴ
ス
で

　
　
は
な
い
。
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
指
令
的
ロ
ゴ
ス
の
こ
と
は
弁
証
論
の
文
脈
の
な
か
で
主
と
し
て
異
教
世
界
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　
真
理
へ
の
殉
教
に
究
極
す
る
行
為
の
決
断
を
指
令
す
る
と
い
う
働
き
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
と
ギ
リ
シ
ア
の
別
は
存
在
し
な
い
。
ユ
ス
チ

　
　
ノ
ス
が
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
殉
教
と
い
う
点
で
ヘ
ブ
ラ
イ
の
預
言
者
と
並
べ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
異
邦
人
と
ユ

　
　
ダ
や
人
と
の
区
別
は
、
前
者
に
主
と
し
て
播
種
的
ロ
ゴ
ス
と
二
品
的
ロ
ゴ
ス
、
後
者
に
主
と
し
て
予
言
的
μ
ゴ
ス
が
か
か
わ
っ
た
と
い
う



　
　
ロ
ゴ
ス
の
働
き
方
に
お
け
る
弁
証
論
的
な
区
鯛
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
救
済
史
的
な
区
別
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
そ
の
も

　
　
の
に
お
け
る
絶
対
的
な
相
違
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
働
き
方
の
区
別
も
、
弁
証
論
に
お
け
る
力
点
の
概
き
方
に
応
ず

　
　
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
の
働
き
方
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
ロ
ゴ
ス
は
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
」
か
ら

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
が
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
ロ
ゴ
ス
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
あ
る
」
（
沁
い
N
o
り
：
：
：
朝
℃
靴
黛
～
催
q
焼
ミ
O
伽
ヒ
論
袋
℃
慧
詠
℃
）
と

　
　
い
う
こ
と
は
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
方
の
も
っ
と
も
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
。
《
“
　
伽
℃
　
舞
黛
℃
鱈
～
　
叡
肌
に
》
が
『
臨
エ
ジ
プ
ト
記
』
三
・
～
四
を
い
わ

　
　
ば
ロ
ゴ
ス
論
的
に
展
開
し
た
表
現
と
し
て
、
「
あ
り
つ
づ
け
る
も
の
」
と
い
う
ロ
ゴ
ス
の
働
き
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
き
に
推

　
　
解
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
《
竃
。
・
§
含
…
…
鶏
烹
鳶
§
餐
慧
蕊
亀
ミ
》
と
関
係
づ
け
て
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
れ
に
は
『
ヨ
ハ
ネ
黙
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
録
』
と
の
比
較
が
有
益
で
あ
る
。

　
　
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
《
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
く
娼
℃
　
桝
食
へ
　
O
q
噛
馬
に
》
”
《
か
§
》
”
《
句
風
夏
鳶
建
餐
N
嚇
蕊
亀
ミ
》
は
い
ず
れ
も
『
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
繰
に
近
似

　
　
の
夢
現
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
は
じ
め
の
と
こ
ろ
で
、
神
は
「
今
い
ま
し
、
昔
い
ま
し
、
や
が
て
き
た
る
べ
き
か
た
」
書
聖
蔑
～
い
曽

　
　
ミ
～
伽
書
愚
喬
器
や
r
県
。
。
《
い
含
》
と
《
か
曽
》
の
順
序
を
逆
に
し
て
駆
喝
。
。
、
《
か
書
慧
騰
き
り
》
を
除
い
て
一
ど
嵩
甲
同
0
”
α
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
神
は
「
す
ぐ
に
も
起
る
べ
き
こ
と
」
（
か
噺
馬
弓
忌
亀
§
匙
蝕
8
段
・
寄
る
・
。
論
。
胤
こ
《
勉
烹
謡
・
へ
需
綜
亀
ミ
喬
銭
建
晋
寝
・
ご
H
9
《
勉
窃
無

　
　
豆
q
寒
琶
§
罫
ε
を
キ
リ
ス
表
と
全
て
そ
の
僕
た
ち
に
男
星
5
9
ど
し
て
「
啓
示
」
（
ぎ
き
雰
江
）
を
与
え
・
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
基
づ
い
て
ヨ
ハ
ネ
が
あ
か
し
し
た
の
が
、
「
預
雷
の
言
葉
し
（
畦
9
の
ま
N
ミ
リ
S
り
還
§
麟
・
ミ
の
山
噂
ω
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
預
雷
の
霊
」
（
讐

　
　
数
回
碧
漉
趨
り
暮
§
鷲
魚
謬
・
一
リ
レ
O
）
、
「
預
言
者
た
ち
の
霊
の
神
」
（
伽
も
＆
り
§
℃
三
瓶
嵐
輔
§
頸
縄
§
葱
§
葛
＃
ト
。
や
①
）
と
も
雷
わ
れ
て
い

　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
こ
れ
ら
の
箇
所
と
ユ
ス
チ
ノ
ス
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
決
定
的
な
相
違
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
と
預
言
を

　
　
主
題
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
誕
バ
ネ
は
神
の
啓
示
と
預
言
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
前
者
の
主
要
関
心
事
は
、
ロ

鵬　
　
　
　
　
　
探
求
と
官
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
九
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
御
自
身
を
と
お
し
て
預
言
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
は
、
預
言
の
内
容
で
あ
っ
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

た
ヨ
ハ
ネ
に
お
い
て
副
帯
は
、
「
今
い
ま
し
、
比
い
ま
し
、
や
が
て
き
た
る
べ
き
か
た
」
と
い
う
露
時
称
定
式
（
肖
）
H
⑦
…
N
①
一
け
③
誕
門
O
門
ヨ
③
一
）
で

示
さ
れ
る
神
の
働
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
あ
な
た
の
見
た
こ
と
、
現
在
の
こ
と
、
今
後
起
ろ
う
と
す
る
こ
と
」
（
一
・
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
示
す
よ
う
に
、
時
間
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
は
、
ロ
ゴ
ス
は
二
時
称
定
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
（
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
く
唱
ヒ
　
凸
起
へ
　
O
q
N
馬
℃
）
、
し
か
し
そ
れ
は
究
極
的
に
《
か
警
N
§
註
§
》
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
最
初
の
《
曽
》
は
、
ロ

ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
も
部
分
的
に
知
ら
れ
て
い
た
」
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
、
《
N
§
亀
曾
ミ
》
に
合
わ
せ
て

言
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
《
か
詠
℃
》
は
ど
の
時
称
に
も
応
じ
う
る
包
括
的
な
性
格
を
も
つ
。
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
つ
ね
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

在
的
、
同
時
的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
《
O
e
℃
》
と
と
も
に
、
《
翠
霞
司
含
》
”
《
書
類
鳶
§
琴
N
“
霊
亀
§
》
に
も
同
様
の
性
格
が

認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
を
背
景
に
し
て
い
て
も
、
碧
バ
ネ
は
「
く
る
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
ア
ポ
カ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ユ
プ
シ
ス
的
未
来
的
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
「
あ
る
」
の
語
が
特
徴
的
に
示
す
よ
う
に
現
在
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

ユ
ス
チ
ノ
ス
は
、
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
の
伝
統
的
素
材
を
「
無
批
判
に
」
受
容
し
再
現
し
て
い
る
「
劣
等
の
精
神
」
（
グ
ッ
デ
ィ
ナ
フ
）

で
な
い
こ
と
は
勿
論
、
ま
た
ア
ポ
カ
リ
ュ
プ
テ
ィ
ク
を
否
定
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
か
れ
は
第
一
と
第
二
の
来
臨
の
間
の
ア
ポ
カ
リ
ュ

ブ
シ
ス
的
状
況
（
こ
れ
が
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
考
え
る
世
界
状
況
で
あ
る
）
を
ロ
ゴ
ス
論
的
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
思

想
は
、
ア
ポ
カ
リ
ュ
ブ
テ
ィ
ク
が
ロ
ゴ
ス
論
的
に
展
開
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
箇
所
は
、
嬢
・
牢
穿
く
。
膨
9
ヨ
望
診
舞
器
謬
覧
b
ミ
寧
§
ミ
ミ
、
毎
冬
、
，
客
、
，
ミ
へ
、
匙
§
鵯
暮
身
為
象
…
δ
α
q
窪
お
①
G
。
樽
。
。
O
》
§
回
．
卜
。
O
に
あ
げ

　
　
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
「
父
か
ら
の
雷
葉
」
（
穿
り
融
身
為
甘
き
O
司
§
奪
り
曾
へ
潔
苅
り
）
に
つ
い
て
は
、
《
3
℃
司
飛
、
．
琶
8
0
（
。
・
P
も
き
q
）
ま
N
§
》
（
囲
器
”
9
0
一
〇
N
悼
）

　
　
参
照
。
囲
O
◎
日
O
《
息
謎
募
勲
s
き
ミ
》
は
、
三
一
神
論
の
解
釈
に
も
徴
妙
に
響
く
多
気
な
の
で
、
《
山
①
一
δ
σ
q
o
》
（
甥
⇔
話
。
げ
φ
ρ
o
》

　
　
ミ
¢
⑩
刈
ソ
《
昏
①
ぴ
。
σ
Q
8
芝
賦
9
卿
‘
・
繋
属
副
O
a
》
（
竃
“
一
G
。
ω
）
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
遷
切
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
拡
キ
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リ
ス
ト
に
つ
い
て
《
＆
℃
：
…
昏
慧
…
…
象
。
O
ま
N
§
》
（
膝
一
ω
》
戯
）
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
全
く
同
様
に
、
《
か
き
芯
り

　
　
還
O
も
8
0
》
も
神
の
ロ
ゴ
ス
翻
御
子
（
p
α
Q
噛
囲
α
ω
』
）
と
神
の
言
藥
（
⑦
．
σ
q
．
σ
①
物
し
）
の
両
義
に
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
《
3
湘
黛
、
9
。
8
0

　
　
瀞
。
O
q
試
ミ
§
か
ま
竃
り
》
（
圃
ω
N
G
。
）
と
い
っ
た
褒
現
を
参
照
。
と
も
か
く
間
じ
表
現
で
神
と
キ
リ
ス
ト
、
神
と
心
葉
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て

　
　
い
る
と
こ
ろ
に
、
ロ
ゴ
ス
論
解
釈
の
一
つ
の
困
難
が
あ
る
。

（
3
）
Ω
‘
類
■
多
量
島
影
≧
「
〉
鼻
《
還
。
息
還
り
轟
き
賦
．
三
二
乏
R
、
＜
＝
。
。
茎
。
ω
●
簡
単
に
は
、
趣
》
・
ω
。
σ
⇔
α
q
…
p
㌧
ミ
、
，
ミ
ミ
勘
§
鳳
こ
ぎ
○
ミ

　
　
曵
、
翁
ミ
ミ
§
♪
（
国
8
y
ぴ
§
α
o
跡
む
『
ρ
曽
賦
粘
■
に
良
い
説
明
が
あ
る
。

（
4
）
　
「
起
る
前
に
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
H
ω
押
同
参
照
。

（
5
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
お
い
て
、
霊
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
「
予
需
的
」
で
あ
る
。
そ
の
用
例
は
『
対
話
』
、
『
弁
証
論
』
を
通
じ
て
き
わ
め
て
多
い
が
、

　
　
後
者
に
比
較
的
多
い
。
ま
た
「
神
的
で
聚
な
る
予
霞
的
霊
」
（
囲
ω
N
卜
。
申
。
協
‘
H
＄
”
①
）
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
れ
が
主
体
と
し
て
働
く
こ
と
は
、

　
　
《
“
尋
§
も
①
ぎ
ミ
ぎ
是
。
£
鷲
§
。
笥
邑
奏
§
勲
魁
円
。
。
ミ
§
q
登
り
》
（
囲
。
。
紳
鱒
。
勢
囲
ω
N
c
。
）
の
よ
う
に
行
為
鞍
を
示
す
《
い
慧
》

　
　
と
と
も
に
飛
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
ロ
．
コ
ス
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
（
《
“
態
沁
ミ
§
「
Φ
。
α
q
。
H
野
心
）
。

（
6
）
　
○
捨
O
o
o
（
す
回
9
薦
7
。
o
》
ミ
参
弘
G
。
O
粘
．
ヨ
ハ
ネ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ピ
。
①
巽
窪
…
。
ダ
。
》
㍗
♪
臨
参
照
。

（
7
）
　
「
神
か
ら
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
（
嫡
気
高
曾
ミ
§
焼
宅
巨
象
翼
内
S
も
8
①
）
に
つ
い
て
も
、
註
（
2
）
で
言
わ
れ
た
関
係
が
あ
て
は
ま
る
。

（
8
）
　
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
「
父
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
（
麟
一
ρ
◎
。
）
で
あ
り
、
か
つ
「
御
自
身
の
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
（
目
H
ρ
刈
）
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

　
　
が
含
ま
れ
て
い
る
。
註
（
2
）
、
（
7
）
参
照
。

（
9
）
　
こ
の
実
現
、
ま
た
来
臨
は
、
部
分
一
全
体
の
図
武
で
は
、
全
・
ロ
ゴ
ス
的
な
も
の
と
…
醤
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
1
0
）
　
こ
の
《
禽
》
は
ま
た
た
ん
な
る
仮
想
的
な
「
か
の
よ
う
に
篇
で
は
な
く
、
「
す
で
に
起
っ
た
こ
と
と
し
て
」
の
《
写
り
》
と
い
う
意
味
を
も
つ

　
　
（
〔
ぎ
種
蒔
獄
急
騰
箋
）
。
こ
の
よ
う
な
《
（
ぢ
》
が
「
闘
」
（
喬
『
島
鉢
）
の
時
と
場
に
お
い
て
成
り
た
っ
て
い
る
こ
と
絃
、
一
、
時
は
縮
ま
っ
て
い
る
。

　
　
今
か
ら
は
妻
の
あ
る
者
は
な
い
も
の
の
よ
う
に
…
…
」
（
δ
o
尉
◆
メ
8
塗
）
の
場
合
と
綱
じ
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
《
禽
、
銀
薄
。
罵
。
の
》
は
、

　
　
《
e
の
　
“
、
O
も
　
N
o
り
℃
Q
製
0
℃
黛
》
と
衷
裏
一
体
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
節
註
（
5
）
の
第
二
論
文
参
照
。

（
1
1
）
　
同
じ
よ
う
な
感
じ
方
は
、
ζ
錠
賞
勺
。
開
．
一
伊
b
。
に
も
晃
臨
さ
れ
る
。

（
1
2
）
　
あ
る
い
は
《
三
毛
需
蕊
q
o
Q
も
黛
へ
烹
鳶
ミ
一
食
》
（
剛
ω
鮒
困
）
。
用
例
は
剛
Q
。
ω
闇
卜
σ
甲
ω
ρ
ご
心
卜
。
憎
ど
O
心
ω
’
幽
な
ど
。

　
　
　
探
求
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
〇

（
1
3
）
　
し
た
が
っ
て
こ
の
切
迫
性
は
、
僑
仰
の
生
起
の
切
迫
性
（
烹
鳶
m
避
司
ミ
蘭
曲
ミ
）
で
も
あ
る
。
七
節
註
（
3
）
の
拙
論
参
照
。

（
1
4
）
　
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
に
は
、
圃
閃
。
。
ψ
ρ
ω
O
の
み
、
ラ
イ
ゼ
ガ
ン
グ
の
フ
ィ
ロ
ン
索
引
は
こ
の
語
を
載
せ
て
い
な
い
。
使
徒
教
父
に
も
見
え
な
い
。

　
　
の
ち
の
教
父
に
も
用
例
は
鼓
し
い
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ジ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
が
引
く
『
マ
ッ
テ
ヤ
の
伝

　
　
承
』
　
の
断
篇
　
（
ω
一
網
・
　
く
同
H
　
c
o
笛
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
）
に
、
　
《
風
N
魁
、
o
晋
e
り
胆
嚢
竃
い
℃
ご
、
建
》
野
の
伽
N
曾
。
り
“
司
袋
N
o
も
い
q
段
》
な
る
句
が
一
肩
え
る
。
　
ア
ァ
ル
に
よ
，
れ

　
　
ば
、
こ
れ
誉
ゴ
ス
の
神
的
、
倫
理
的
権
威
を
意
味
し
て
い
る
（
》
塾
甲
息
脅
ミ
」
卜
。
8
）
・
ま
た
テ
オ
フ
・
員
は
、
パ
。
蓄
亀
§
。
尋
＆
§

　
　
驚
計
q
ミ
曽
鋤
り
い
も
鳥
。
り
ま
N
。
り
》
（
》
血
》
¢
肯
。
酬
．
H
囲
H
一
《
）
と
い
う
表
現
を
胴
い
て
い
る
（
o
｛
二
〇
m
ヨ
℃
Φ
夢
豊
。
。
①
戸
。
＞
ら
馬
計
ト
ひ
臣
）
。

（
1
5
）
　
「
健
全
な
ロ
ゴ
ス
」
、
「
正
し
い
ロ
ゴ
ス
扁
、
門
真
な
る
p
ゴ
ス
扁
と
「
指
令
的
ロ
ゴ
ス
」
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
ホ
ル
テ
で
あ
る
（
o
》

　
　
ミ
ご
一
総
）
。
ホ
ル
テ
は
「
健
全
な
ロ
ゴ
ス
の
背
景
に
キ
リ
ス
ト
御
廟
身
が
立
っ
て
お
ら
れ
る
」
（
執
昏
㌧
駄
◎
　
一
①
N
　
　
　
　
U
）
と
い
う
。
か
れ
は
ま
た
「
群
ゴ
ス

　
　
が
指
怨
す
る
」
が
、
《
O
ま
N
。
り
晋
亀
①
ぎ
§
》
に
も
通
ず
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
的
確
で
は
な
い
。
ロ
ゴ
ス
の

　
　
指
令
が
、
示
し
、
提
示
し
、
証
示
す
る
働
き
と
は
異
な
る
こ
と
は
、
以
下
で
述
べ
る
。

（
1
6
）
　
エ
ゥ
セ
ビ
オ
ス
は
、
「
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
、
か
れ
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
も
島
流
的
カ
ジ
ス
マ
が
教
会
を
照
明
し
て
き
た
と
書
い
て
お
り
、
『
ヨ
ハ

　
　
、
不
黙
示
録
隔
を
引
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
震
。
。
『
0
8
一
．
H
＜
日
。
。
”
G
。
）
。
注
嶽
に
値
す
る
。

（
1
7
）
　
「
示
す
偏
（
騨
鵡
袋
へ
．
γ
ご
♪
ご
鱒
N
O
）
は
、
ユ
ス
チ
ノ
ス
が
や
は
り
好
ん
で
胴
い
る
《
瀞
“
蓬
含
ミ
》
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
同
じ
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
表
現
は
、
O
灘
噂
ご
置
ρ
館
。
炉
囲
G
。
伊
δ
一
〇
刈
ρ
α
・

（
1
9
）
　
《
銭
℃
沁
書
聖
さ
℃
馨
鳶
趨
の
昏
袖
。
ミ
ま
芯
§
の
、
N
唱
§
9
公
海
ミ
ペ
o
O
》
（
U
一
瞬
少
一
）
な
ど
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
啓
示
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て

　
　
『
対
話
』
で
雷
及
す
る
。

（
2
0
）
　
O
州
ご
墨
際
「
鉱
戸
O
龍
○
馨
隷
蝕
Q
、
ミ
薦
葛
西
㍉
o
》
ミ
§
象
（
§
≧
S
δ
鋤
）
》
6
鶴
げ
貯
σ
q
①
鋒
一
ゆ
設
埴
ω
同
●

（
2
1
）
　
ク
ラ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
の
こ
と
」
（
建
～
勲
瓢
q
ぜ
）
は
挿
入
で
あ
っ
て
、
元
来
は
《
雰
。
冨
8
ゆ
駕
謡
無
語
学
q
も
慶
へ
奮
誌
嚇
＆
韓
》

　
　
で
あ
っ
た
（
～
守
、
鋼
．
り
　
献
㊤
）
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
起
る
前
に
語
る
」
と
同
じ
事
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
2
2
）
グ
ツ
デ
ィ
ナ
フ
が
、
《
↓
ぴ
⑦
℃
o
≦
悉
無
鋒
⑦
≦
o
「
詠
o
h
O
年
剛
。
。
け
δ
郎
。
乏
7
潔
鉱
ぎ
ぎ
圃
の
7
0
α
9
ユ
ヨ
Φ
》
（
o
》
ミ
・
”
b
。
鰹
）
と
言
っ
て
い

　
　
る
の
は
、
正
鶏
を
射
て
い
る
。

（
2
3
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
も
〉
宕
ρ
ど
刈
（
匪
⇔
§
6
N
お
）
の
よ
う
に
入
の
子
に
つ
い
て
《
9
慧
騰
ξ
り
》
と
い
う
伝
統
的
表
象
を
用
い
て
い
る
（
∪
。
。
目



　
ω
）
。

（
2
4
）
　
し
た
が
っ
て
《
銭
　
烹
謡
。
旨
黛
誌
冨
q
も
ミ
》
は
、
ア
ボ
カ
リ
ュ
プ
シ
ス
的
未
来
の
繊
来
事
と
区
励
さ
れ
る

　
　
O
ぎ
σ
Q
①
》
（
O
飴
ヨ
O
o
”
び
。
塁
o
P
o
＞
ミ
■
り
一
〇
。
。
〉
謡
ヨ
．
一
q
c
。
）
を
意
味
し
て
い
る
。

（
2
5
）
♂
ミ
」
“
。
り
轡

《
蝕
。
　
霧
。
冨
δ
δ
◎
q
剛
ω
象
窪

823

む
す
び

　
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
μ
ゴ
ス
は
「
種
子
を
播
き
」
、
「
予
言
し
」
、
「
指
令
す
る
」
働
き
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の
働
ぎ
を
な
す
ロ
ゴ
ス
は
、
「
か
つ
て

あ
り
」
ま
た
「
今
あ
る
」
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
に
あ
り
つ
づ
け
る
」
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ゴ
ス
の
働
き
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
ユ
ス
チ
ノ
ス
の
特
微
が
あ
る
。

　
ロ
ゴ
ス
探
求
は
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
よ
っ
て
鰐
能
と
さ
れ
る
。
探
求
は
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
応
ず
る
ロ
ゴ
ス
へ
の
応
讐
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
探
求
ぱ
、
全
・
ロ
ゴ
ス
的
な
も
の
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
ロ
ゴ
ス
の
全
体
性
に
相
応
ず
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ロ
ゴ
ス
に
し
た
が
っ
て
生
き
る
」
と
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
部
分
的
ロ
ゴ
ス
が
知

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
が
学
的
方
法
的
自
覚
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
以
上
に
、
ロ
ゴ
ス
が
要
求
す
る
生
き
方
を
身
を
も
っ
て

示
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ゴ
ス
で
な
け
れ
ば
、
三
冠
を
生
起
さ
せ
る
力
を
も
た
な
い
。
無
学
な
人
々
に
も

学
問
の
あ
る
人
々
に
も
等
し
く
信
仰
が
生
起
す
る
の
は
、
ロ
．
コ
ス
の
働
き
に
よ
る
の
で
あ
る
。
も
し
ロ
ゴ
ス
の
働
き
を
啓
示
と
呼
ぶ
な
ら

ば
、
啓
示
は
理
性
に
の
み
か
か
わ
る
の
で
も
、
ま
た
理
性
と
は
別
の
領
域
に
か
か
わ
る
の
で
も
な
く
、
そ
れ
を
含
む
《
隷
。
の
》
の
全
体
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
か
わ
る
の
で
あ
る
。
ユ
ス
チ
ノ
ス
は
、
信
仰
の
生
起
と
ロ
ゴ
ス
探
求
の
関
係
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
語
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ

が
追
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
（
1
）
　
こ
れ
は
た
と
え
ば
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
が
あ
げ
る
ロ
ゴ
ス
の
三
つ
の
働
き
一
「
勧
め
」
、
「
溝
き
し
、
「
教
え
る
」
一
と
比
較

　
　
　
　
探
轟
氷
と
ロ
ゴ
ス
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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六
二

　
　
さ
れ
よ
う
（
男
器
儀
噛
｝
一
）
。
こ
れ
ら
は
著
し
く
「
パ
イ
デ
イ
ア
」
的
で
あ
る
。

（
2
）
　
全
体
性
の
強
調
は
、
マ
ル
キ
オ
ン
や
グ
ノ
ー
シ
ス
の
二
元
論
へ
の
反
対
と
い
う
画
か
ら
も
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
ユ
ス
チ
ノ
ス
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
エ
ウ
セ
ビ
ナ
ス
の
鷺
葉
で
言
い
坐
せ
ば
、
「
信
仰
の
ロ
ゴ
ス
」
（
か
3
り
慧
q
9
巳
り
恕
誘
の
）
と
「
真
理
探

　
　
求
」
奪
習
ミ
電
無
房
9
鳶
ミ
り
）
と
の
関
係
で
あ
る
（
尊
弓
器
。
げ
ど
ρ
護
馨
「
①
o
o
げ
剛
く
囲
○
。
b
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
諸
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
キ
リ
ス
ト
教
学
〕
助
教
授
）

次樫号前

ト
マ
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る

《
O
磐
。
。
9
冨
凄
き
》
に
つ
い
て
（
承
前
）
…
…
寅

一
ω
＝
ヨ
．
3
0
◎
｝
’
押
げ
’
一
《
節
’
O
o
。
一

田
晶

デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
山
田
引
明

…
1
理
性
の
役
割
と
意
義
ー
ー

G
・
W
・
F
・
へ
…
ゲ
ル
体
系
以
前
に
お
け
る

思
想
形
成
の
三
瀬
約
展
開
…
…
…
…
：
：
…
・
：
－
蟹
彦
葱

告予文一
ム
昭
…
言
号次

鏡
笑
活
動
態
（
下
）
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
藤
澤
令
夫

知
識
学
と
「
弁
証
法
」

　
一
i
｝
七
九
四
年
の

『
基
礎
』
を
中
心
に
i長

澤
邦
彦

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の

ア
ポ
…
ハ
論
：
：
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
山
亦
松
明
彦
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Tlte・utline（ゾ．5zκゐα1z　a？’ticle　as　aPPears　in・7z・r8彦ん瑚・2～θnt〃nbeプ（ゾ痂5

magaxine　is彦。う89勿επtogetheノ・魏ん’ゐe　last　instalmen彦げ読θar彦icle

　　　　　　　　　　　　　　The　Ques毛（箔δt◎s量s）謙d　the　Logos

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂ツWaねru　Mizugaki

　　Justin　Martyr，　a　second－century　Apologist，　said　in　his　Apology　II　10

t’hat　Socrates　exhorted　men　£o　become　acqualntecl　with　the　God　who

was　to　them　unknown，　by　means　of　the　investigation　of　reason　（6eev’　26rou

qTIT’o’oecog）　．　What　is　the　exaet　rneaning　o｛　the　phrase　o“tdr　26pov　agz）T’t7’aecog　？

Does　it　mean　the　scientific　investigation　of　reason　（die　wissenschaftliehe

Untersuchung　des　Logos）　pa？’　excellencef’

We　try　to　explain　this　phrase　in　the　coRtext　of　Justin’s　fundamental

attitude　which　judges　any　philosophy　or　religion　by　its　relation　to　the

life　and　death　problem　of　man．　Justin’s　primary　concern　lies　in　the

religious　quest　（U，rrtotg）　w｝iich　leads　to　conversion．　Because　of　such　2etetic

character　Socrates　is　highly　estimated　by　Justin．

　　Justin’s　doctrine　of　Logos　must　be　interpreted　in　this　context．　His

thought　of　Logos　has　a　more　dynamic　structure　than　that　of　Middle　Pla－

tonism　or　Stoicism．

　Our　conclusion　is　that　2tirou　goiTvaes　is　the　reiigious　quest（including　the’

philosophical）　in　which　the　who｝e　Pc’og　is　involved．
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